
入札参加者　各位

7営設第2272号

令和7年11月17日

NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

 床:塗膜防水(X-2)において､特記仕様書(2)で仕上塗料塗りが※ｶﾗｰと〇ｼﾙﾊﾞｰの
2種類適用となっておりますが､全てｶﾗｰ仕上と考えて宜しいでしょうか｡

ｼﾙﾊﾞｰ仕上と2種類必要な場合には使い分けを御指示下さい｡

 床:大判ﾀｲﾙ t=6.0において､ﾀｲﾙ寸法が特記仕様書(2)では1200x600ですが､
水廻り詳細図(1)～(45)では1500x750と相違します｡

水廻り詳細図(1)～(45)を優先とし､1500x750と考えて宜しいでしょうか｡

 上記の質疑に伴い､特記仕様書(2)で大判ﾀｲﾙの施工箇所が床(美術館ﾄｲﾚ)と
記載されておりますが､各階各室で指示のある大判ﾀｲﾙ t=6.0においても各階
平面詳細図より同仕様と考えて宜しいでしょうか｡

 床:ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ(A)の仕様･厚さ等において､各図面で下記の様に記載されており
ますが､特記仕様書(3)及び内部仕上表(1)～(10)<床欄>を優先とし､ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ(A)
の厚さはt=6.5と考えて宜しいでしょうか｡

又､t=6.5の場合の参考ﾒｰｶｰ及び品番を御指示下さい｡

特記仕様書(3)        　--- t=6.5

内部仕上表<床欄>     　--- t=6.5

内部仕上表<参考ﾒｰｶｰ①> --- ｻﾝｹﾞﾂ(DT ｶｹﾞﾄﾋｶﾘ) / t=9.3

内部仕上表<参考ﾒｰｶｰ②> --- 東ﾘ(ｴｸｽｸﾛｰﾑ5000特注) / t=9.5

内部仕上表<参考ﾒｰｶｰ③> --- 川島織物(ｱｰﾄﾊﾞﾝｸ ｺｱﾌﾛｱAB1800-1) / t=9.0
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よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

内部仕上表<参考ﾒｰｶｰ①> --- ｻﾝｹﾞﾂ(DT ｶｹﾞﾄﾋｶﾘ) / t=9.3を正とします。

福岡県建築都市部営繕設備課長

新福岡県立美術館新築工事設計図書に関する質疑回答書
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NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

 床:ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ(B)の仕様･厚さにおいて､各図面で下記の様に記載されておりますが､
特記仕様書(3)及び内部仕上表(1)～(10)<床欄>を優先とし､ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ(B)の厚さは
t=6.5と考えて宜しいでしょうか｡

特記仕様書(3)        --- t=6.5

内部仕上表<床欄>     --- t=6.5

内部仕上表<参考ﾒｰｶｰ①> --- ｻﾝｹﾞﾂ(NT 700) / t=6.5

内部仕上表<参考ﾒｰｶｰ②> --- 東ﾘ(GX300) / t=8.0

内部仕上表<参考ﾒｰｶｰ③> --- 川島織物(ｶﾗｰﾊﾞﾝｸ ｴｱｰｽｹｯﾁCB1250-1) / t=7.0

 床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(A)の仕様･厚さ等において､各図面で下記の様に記載されております
が､内部仕上表(1)～(10)を優先とし､ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(A）の厚さはt=2.0と考えて宜しい
でしょうか｡

又､t=2.5(規格外)を使用する場合は使用する部屋名と品番を御指示下さい｡

特記仕様書(3)          --- t=2.5

内部仕上表<床欄>       --- t=2.0

内部仕上表<参考ﾒｰｶｰ①> --- ｻﾝｹﾞﾂ(Sﾌﾛｱ ｴｽﾘｭｰﾑ･ﾌﾟﾗｽ) / 廃盤

内部仕上表<参考ﾒｰｶｰ②> --- 東ﾘ(ﾆｭｰｽﾀﾝﾛｰﾄﾞ) / t=2.0

 床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(B)の仕様･厚さ等において､各図面で下記の様に記載されております
が､内部仕上表(1)～(10)を優先とし､ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(B)の厚さはt=2.0と考えて宜しいで
しょうか｡

又､t=2.5(規格外)を使用する場合は使用する部屋名と品番を御指示下さい｡

特記仕様書(3)          --- t=2.5

内部仕上表<床欄>       --- t=2.0

内部仕上表<参考ﾒｰｶｰ>① --- ｻﾝｹﾞﾂ(Sﾌﾛｱ ｴｽﾘｭｰﾑ･ﾘｱﾙ) / t=2.0

内部仕上表<参考ﾒｰｶｰ>② --- 東ﾘ(ﾌﾛｱﾘｭｰﾑﾌﾟﾚﾐｱNW) / t=2.0

 床:防塵塗床の工法において､特記仕様書(3)で※平滑仕上と〇防滑仕上の2種類
が適用となっておりますが､全て防滑工法と考えて宜しいでしょうか｡

平滑仕上と2種類必要な場合には使い分けを御指示下さい｡

 各階の鋼製床下地において､特別詳細図/鋼製床下地で床荷重対応の詳細が
御座いますが､荷重対応が必要の無い鋼製床下地(H=150･300･360･400･600･1000)の
詳細を御指示下さい｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

厨房については、防滑として他は平滑とします。

荷重対応のないOAフロアについては、3,000N程度とします。
品番・メーカーの指定はございません。
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NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

 2階ｺﾚｸｼｮﾝ展示室③において､鋼製床下地(1.0t対応)がH=150･450･600と3種類御座います
が､特別詳細図/鋼製床下地で0.5t対応の詳細はH=150･450の2種類のみとなっております｡

H=600の詳細はH=450と同仕様と考えて宜しいでしょうか｡

 今回の工事範囲において､OAﾌﾛｱ及び鋼製床下のｺﾝｸﾘｰﾄ面に防塵塗装を必要とし､
ABC商会:OAｸﾘｱｰｺｰﾄ(ﾛｰﾗｰ塗布工法)程度を施すものと考えて宜しいでしょうか｡

 地下1階において､EV1 BFﾎｰﾙ及びBF附室の床下地が各図面で下記の様に記載されて
おりますが､標準詳細図(1)/B1-01を優先とし､BF附室においても嵩上ｺﾝｸﾘｰﾄの厚さは
t=114と考えて宜しいでしょうか｡

<内部仕上表(1)>

EV1 BFﾎｰﾙ --- SL-150 / 嵩上ｺﾝ(114mm)

BF附室    --- SL-150 / 嵩上ｺﾝ

<標準詳細図(1)>

B1-01(表記) --- ﾀｲﾙ(t=6.0)+敷ﾓﾙﾀﾙ(t=30)+嵩上ｺﾝ(t=114)

B1-01(図示) --- 表記どおり

B1-05(表記) --- ﾀｲﾙ(t=6.0)+敷ﾓﾙﾀﾙ(t=30)+嵩上ｺﾝ(t=114)

B1-05(図示) --- 敷ﾓﾙﾀﾙ(t=30)が無く嵩上ｺﾝ(t=144)

地下1階において､床仕上:表面強化剤の下地が内部仕上表(1)<材質･仕上欄>及び
標準詳細図(1)<記載>では全てﾓﾙﾀﾙ金鏝と指示が御座いますが､標準詳細図(1)の
図示では敷ﾓﾙﾀﾙ(t=10)のみとなっております｡標準詳細図(1)の図示を優先とし､
ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地を下記の様に読替えて宜しいでしょうか｡

内部部仕上表(1)<SL-10>   --- 敷ﾓﾙﾀﾙ t=10

内部部仕上表(1)<SL-1000> --- ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝

内部部仕上表(1)<SL-150>  --- 嵩上ｺﾝ(t=150) + ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝

 地下1階不感知対策室において､床下地が内部仕上表(1)･B1階展開図(6)･標準詳細図(1)
ではﾓﾙﾀﾙ金鏝ですが､矩計図(6)の図示では断熱材(t=50)+嵩上ｺﾝ(t=100)と相違します｡

内部仕上表(1)･B1階展開図(6)･標準詳細図(1)を優先とし､断熱材(t=50)+嵩上ｺﾝ(t=100)
は不要と考えて宜しいでしょうか｡

よろしいです。

よろしいです。

図面の誤記です。
嵩上ｺﾝ(t=150) + ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝の上、表面強化剤2回ポリッシュとします。

よろしいです。
仕上げについては、ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝の上、表面強化剤とします。

よろしいです。
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NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

1階ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ･ﾎﾜｲｴにおいて､床下地が内部仕上表(1)ではﾓﾙﾀﾙ金鏝ですが､標準詳細図(5)では
ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝と相違します｡標準詳細図(5)を優先とし､ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝と考えて宜しいでしょうか｡

1階1F授乳室②において､床下地が内部仕上表(2)では嵩上ｺﾝｸﾘｰﾄですが､標準詳細図(2)では鋼製
床下地と相違します｡標準詳細図(2)を優先とし､鋼製床下地と考えて宜しいでしょうか｡

1階ﾚｽﾄﾗﾝ廻りの床下地において､嵩上材(ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ)の厚さが標準詳細図(3)で下記の様に相違
します。

全て図示寸法を優先と考えて宜しいでしょうか｡

1-10(廊下2)    --- 図示 t=450 / 記載 t=310

1-14(ﾄﾞﾘﾝｸｴﾘｱ) --- 図示 t=403 / 記載 t=310

1階倉庫/多目的ﾙｰﾑ･収納①･②において､床下地が標準詳細図(2)と(4)では同様に図示されてお
りますが､内部仕上表(1)では下記の様に相違します｡

標準詳細図(2)と(4)を優先と考えて宜しいでしょうか｡

倉庫/多目的ﾙｰﾑ --- 嵩上CO 90mm

収納①･②      --- 嵩上材 + 嵩上CO

1階収納③において､床下地(嵩上ｺﾝ)の厚さが､内部仕上表(1)ではt=90ですが､標準詳細図(4)で
はt=98と相違します｡

標準詳細図(4)を優先と考えて宜しいでしょうか｡

1階厨房において､標準詳細図(5)<1-29>でｱｽﾌｧﾙﾄ防水の立上の図示が御座いませんが､H=500程
度を立上げると考えて宜しいでしょうか｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

嵩上ｺﾝ(t=100) + ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝の上、表面強化剤3回ポリッシュとします。
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NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

1階ﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞ/県民ｷﾞｬﾗﾘｰ･搬入車庫･分別室において､床にｱｽﾌｧﾙﾄ防水の指示が御座いますが､特
記仕様書(2)では防水層の押えがｺﾝｸﾘｰﾄ押えと記載されておりますが､標準詳細図(6)ではｱｽﾌｧﾙﾄ
防水の上に直接仕上材が図示されております｡

1階受付､ﾄｲﾚ通路/ﾚｽﾄﾗﾝにおいて､内部仕上表(4)では防水の指示が御座いませんが､標準詳細図
(3)では塗膜防水と記載があり相違します｡

内部仕上表(4)を優先とし､塗膜防水は不要と考えて宜しいでしょうか｡

標準詳細図(4)において､1,2共通-18で鋼製床下地及びOAﾌﾛｱが断熱材の上から図示されており
ますが､断熱材の上では強度等に問題が御座いますので､他の部屋の詳細図と同様にｽﾗﾌﾞから
H=150と考えて宜しいでしょうか｡

標準詳細図(5)<1-27>において､洗い出しｺﾝｸﾘｰﾄ下地の嵩上材(ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ)の厚さがt=240と記
載されておりますが､断熱材(t=50)を差し引いてt=190と読替えて宜しいでしょうか｡

標準詳細図(5)<1-28>において､洗い出しｺﾝｸﾘｰﾄ下地の嵩上材(ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ)の厚さがt=780と記
載されておりますが､断熱材(t=50)を差し引いてt=730と読替えて宜しいでしょうか｡

各階各室の下地において､内部仕上表の記載と標準詳細図の図示及び記載等に相違が生じた場
合には標準詳細図の図示を優先するものと考えて宜しいでしょうか｡

巾木において､内部仕上表(5)～(8)巾木欄にｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ H=10が御座いますが､ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙの寸法及
び表面仕上を御指示下さい｡

標準詳細図(6)の図示の場合ですとｱｽﾌｧﾙﾄ防水に亀裂が生じますので､防水押えｺﾝｸﾘｰﾄ(t=100)を
施すものとし､押えｺﾝｸﾘｰﾄの上に床仕上及び床材立上げ(H=300)を施すものと考えて宜しいで
しょうか｡

t1.5*h10*w15 ウレタン焼付塗装とします。

よろしいです。

沓拭マット下は塗膜防水を見込むものとします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

巾木において､内部仕上表(5)～(8)巾木欄にRA部ｽﾘｯﾄ H=50が御座いますが､建築工事で見込む
ものが御座いましたら仕様･寸法等を含め詳細を御指示下さい｡

壁及び天井において､塗装下地の素地こしらえの仕様が各図面で下記の様に記載されておりま
すが､壁･天井共にAEPの素地こしらえは全てA種 寒冷紗ﾊﾟﾃｼｺﾞｷと考えて宜しいでしょうか｡

特記仕様書(3)     --- ﾎﾞｰﾄﾞ面 A種 目地継目処理工法 / B種

内部仕上表(凡例)  --- AEP (ｼﾞｮｲﾝﾄ寒冷紗ﾊﾟﾃｼｺﾞｷ)

内部仕上表(壁欄)

1階ｺﾚｸｼｮﾝ展示室① --- 全ﾊﾟﾃ処理の上 AEP

特記仕様書(3)において､19.内装工事欄11.壁紙にｶﾞﾗｽｸﾛｽ(施工箇所:展示室)と記載されており
ますが､内部仕上表で記載のあるﾍﾟﾝｷ下地用ｸﾛｽの事と考えて宜しいでしょうか｡

上記の質疑に伴い､内部仕上表でﾍﾟﾝｷ下地用ｸﾛｽ+(全ﾊﾟﾃの上AEP)と記載されておりますが､ﾍﾟﾝｷ
下地用ｸﾛｽの参考ﾒｰｶｰにある川島織物(COTAIN WALL CW)は専用の塗料を含めで川島織物ｾﾙｺﾝの責
任施工になると思われます｡

内部仕上表に記載のある(全ﾊﾟﾃの上AEP)は不要と考えて宜しいでしょうか｡

特記仕様書(3)において､19.内装工事で11.壁紙の仕様が展示室:ｶﾞﾗｽｸﾛｽのみの記載となってお
りますが､素地こしらえの種別はその他の部屋で使用しておりますﾋﾞﾆﾙｸﾛｽにおいても同様と考
えて宜しいでしょうか｡

今回の工事範囲において､壁仕上がﾋﾞﾆﾙｸﾛｽの部分に扉が取り付く場合にはｸﾗｯｸ防止を考慮し､
扉上部に塩ﾋﾞ ﾊｯﾄ型目地を施すものと考えて宜しいでしょうか｡

1階県民ｷﾞｬﾗﾘｰA～C2において､壁仕上欄に胴縁t=20と記載されておりますが､部材の寸法及び
ﾋﾟｯﾁ等を含め詳細を御指示下さい｡

よろしいです。

よろしいです。

□20*20＠303とします。

壁下部H50の開口部の補強・見切り材　ST　L25*50　ウレタン焼付塗装、
スリット部露出下地にウレタン塗装を見込むものとします。

1階ｺﾚｸｼｮﾝ展示室①、 --- 石膏ボード全ﾊﾟﾃ処理の上 AEP
上記以外の展示室、　--- 石膏ボード全ﾊﾟﾃ処理の上+ペンキ下クロス+ AEP
他についてはA種 寒冷紗ﾊﾟﾃｼｺﾞｷとします。

 よろしいです。

下地については全パテとします。
仕上げについては、ペンキ下地クロス+ＡＥＰの複合認定品とします。

30

31

32

33

34

28

29
A-003-3､008-2

～11

A-003-3､008-7･
9

A-003-3､008-7･
9

A-003-3･008-2
～11

A-008-2～11

A-008-3､021-
15/1-16
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NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

2～4階収蔵庫において､壁仕上:杉無垢板張(H=1200)と御座いますが､杉無垢板の厚さを御指示
下さい｡

2～4階収蔵庫において､壁及び天井下地の木質系不透湿板t=12に両面ｱﾙﾐ箔張と御座いますが､ｱ
ﾙﾐ箔の厚さ及びﾒｰｶｰ・品番を御指示下さい｡

 天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞの仕様･厚さ等において､各図面で下記の様に相違します｡

内部仕上表(1)～(10)及びその他の図面を優先とし､t=12.5 ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様 不燃と考えて宜しいで
しょうか｡

特記仕様書(3)        --- ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様 突付 t=9.5 450x910

内部仕上表(1)～(10)  --- t=12.5

天井伏図(1)～(20)    --- t=12.5

矩計図(1)～(9)       --- t=12.5

標準詳細図(13)～(21) --- t=12.5

上記の質疑に伴い､化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞの仕様が特記仕様書(3)で直張部分に適用の印が御座いませ
んが､内部仕上表(1)～(10)天井欄に捨張等の指示御座いません｡

天井軽鉄下地においては化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ直張工法と考えて宜しいでしょうか｡

 天井:岩綿吸音板の厚さにおいて､各図面で下記の様に相違します｡

内部仕上表(1)～(10)及びその他の図面を優先とし､t=12と考えて宜しいでしょうか｡

特記仕様書(3)        --- ※9.5 / 〇12

内部仕上表(1)～(10)  --- t=12

天井伏図(1)～(20)    --- t=12

矩計図(2)            --- t=12

標準詳細図(14)～(20) --- t=12

地下1階駐車場において､天井仕上:木織ｾﾒﾝﾄ板 t=25の張り方が特記仕様書(3)では張付ですが､
内部仕上表(1)･天井伏図等その他の図面では打込と相違します｡

内部仕上表(1)･天井伏図等その他の図面を優先とし､打込と考えて宜しいでしょうか｡

12ｍｍとします。

メーカー・品番については特に指定ございません、収蔵庫の品質を担保できるものとします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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A-008-8～11

A-003-8～1

A-003-3､008-2
～11､015-1～
20､018-1～20､
021-13～21
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～11
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NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

1～4階PS/空調用(Y6通/X4～5間)において､床仕上は他のPS･DS･EPSと同様に塗膜防水と考えて
宜しいでしょうか｡

又､壁仕上において､3階平面詳細図(1)･4階平面詳細図(1)にAEPの記載が御座いますが､1､2階も
AEPと考えて宜しいでしょうか｡

内部仕上表(1)～(10)において､下記の部屋が直天ですが､天井下地欄にLGSの記載が御座いま
す｡

LGSは全て不要と考えて宜しいでしょうか｡

1階 --- 収納①･②･③､ﾜｰｸｽﾍﾟｽｼｮｯﾌﾟ､ｽﾀｼﾞｵ､SLW収納/ｽﾀｼﾞｵ､1F機械室､

3階 --- 3F機械室1･2

内部仕上表(1)～(10)において､下記の部屋が直天(素地/GWﾏｯﾄ)ですが､見切材欄に塩ﾋﾞの記載
が御座います｡

見切材:塩ﾋﾞは全て不要と考えて宜しいでしょうか｡

1階  --- ﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞ/県民ｷﾞｬﾗﾘｰ､搬入車庫､

3階  --- 3Fｱﾗｰﾑ弁室

4階  --- 4F廊下

共通 --- 特別非難階段

内部仕上表(1)～(10)で天井仕上が化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ及び岩綿吸音板の部屋で見切材が空欄になっ
ている部屋が御座いますが､見切材:塩ﾋﾞを施すものと考えて宜しいでしょうか｡

内部仕上表(1)～(10)で天井仕上がPB t=12.5+12.5の上AEPの部屋で見切材が空欄になっている
部屋が御座いますが､全て突付と考えて宜しいでしょうか｡

2～4階収蔵庫において､見切り材:杉無垢材が御座いますが､寸法は5x5程度と考えて宜しいで
しょうか｡

1階風除室において､天井仕上が内部仕上表(1)でGW t50と記載されておりますが､天井伏図(6)
よりGWﾏｯﾄ t=50 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張と読替えて宜しいでしょうか｡

よろしいです。

壁・天井共にPBの場合突付とし、異素材取り合いの場合目透かしとします。

収蔵庫詳細図（A-43-6、A-43-7）を参照ください。

よろしいです。

床仕上げについては、よろしいです。
1～4階PS/空調用壁仕上げについては共通して塗装は不要とします。

よろしいです。

よろしいです。
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A-008-11､019-
10･19･29･38

A-008-2～11

A-008-2～11

A-008-2～11

A-008-2～11

A-008-8･10･11､
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A-008-2､015-6



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

1階SLW収納/ｽﾀｼﾞｵにおいて､天井仕上が内部仕上表(2)でGWﾏｯﾄ t50と記載されておりますが､天
井伏図(5)よりGW t=50 ﾀｲﾍﾞｯｸ張と読替えて宜しいでしょうか｡

2階2Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞにおいて､天井仕上が内部仕上表(5)ではGWﾏｯﾄ t=50 ﾀｲﾍﾟｯｸ張(直天)のみ記
載されておりますが､天井伏図(12)及び矩計図(9)等他の図面より下記の様に考えて宜しいで
しょうか｡

直天部(一般) 　　　 --- GWﾏｯﾄ t=50 ﾀｲﾍﾟｯｸ張

直天部(X12～13A間)  --- 遮光ﾙｰﾊﾞｰ:ALﾙｰﾊﾞｰ 不燃ｵｰｸ突板ｼｰﾄ H=600 UC

CH=4000(X5通/Y3A通) --- PB t=12.5+12.5 +AEP

3階美術資料室1及びﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪにおいて､内部仕上表(8)で天井下地が鋼製下地と記載されてお
りますが､部材寸法等を含め詳細を御指示下さい｡

1階厨房において､内部仕上表(4)の見切り材欄に12.5と記載されておりますが､塩ﾋﾞ 目透し
W=10と読替えて宜しいでしょうか｡

3階美術資料室の床下地において､標準詳細図(10)で記載欄に断熱材t=50と御座いますが､図示
の方には断熱材の指示が無く相違します｡

図示を優先とし､断熱材は不要と考えて宜しいでしょうか｡

4階機械室①･②において､床下地が内部仕上表(10)及び標準詳細図(11)で下記の様に記載され
ておりますが､内部仕上表(10)仕上欄を優先とし､ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝下地と考えて宜しいでしょうか｡

<内部仕上表>

機械室① --- SL-10 / 下地欄:嵩上ｺﾝ 140mm / 仕上欄:ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝

機械室② --- SL-10 / 下地欄:RC　　　　　 / 仕上欄:ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝

<標準詳細図>

記載:ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝 / 図示:敷ﾓﾙﾀﾙ t=10

各階各WCにおいて､耐火間仕切面には耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5を増張するものと考えて宜しいで
しょうか｡

各階各WCにおいて､大便器･小便器等のﾗｲﾆﾝｸﾞ壁の仕様はLGS t=65 + 耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5 +
化粧硅酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0と考えて宜しいでしょうか｡

又､化粧硅酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0の仕様及びﾒｰｶｰ･品番等を御指示下さい｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
ケイカル板のメーカー指定は特にございません。

よろしいです。

よろしいです。

A-051図を参照ください。

よろしいです。

よろしいです。
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NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

 床ﾚﾍﾞﾙにおいて､仕上表及び標準詳細図と平面詳細図では相違している範囲が御座い
ますが､仕上表及び標準詳細図を優先と考えて宜しいでしょうか｡

平面詳細図を優先の場合は納まりを御指示下さい｡

 地下1階不感知対策室において､壁下地がB1階平面詳細図(7)で壁:素地
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌｶｼt20､柱:AEP ｺﾝｸﾘｰﾄﾌｶｼt20と記載されておりますが､LGSのある為､
AEP GB-Rt12.5に読み替えて宜しいでしょうか｡

 地下1階EV1ﾎｰﾙにおいて､SSD側の壁がB1階展開図(9)ではGB-Rt12.5+AEPですが､
B1階平面詳細図(9)ではGB-Ft12.5+12.5+AEPと相違します｡

B1階平面詳細図(9)を優先し､GB-Ft12.5+12.5+AEPと考えて宜しいでしょうか｡

 1階風除室において､柱型(X11通/Y5通)の仕上はLGS(t=65)+GB-R t=12.5+12.5+AEPと
考えて宜しいでしょうか｡

 1階収納①において､D面の壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが1階展開図(22)でW2:GB-F t=12.5+12.5と
記載されておりますが､C面の壁及び1階平面詳細図(9)よりW1:GB-R t=12.5+12.5と読替
えて宜しいでしょうか｡

床レベルについては平面詳細図を正とします。
スラブレベルについては構造図を正とします。
収まりについては標準詳細に倣うものとします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

1階収納③において､天井仕上及び天井高さが内部仕上表(1)･1階展開図(8)･1階平面詳細図(1)･
(2)ではﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 素地(直天)ですが､天井伏図(5)では化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(CH=3000)と相違します｡

内部仕上表(1)･1階展開図(8)･1階平面詳細図(1)･(2)を優先とし､ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 素地(直天)と考え
て宜しいでしょうか｡

1階授乳室②において､大便器廻りの壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが内部仕上表(2)及び1階展開図(1)では
GB-R t=12.5+12.5ですが､1階平面詳細図(4)及び水廻り詳細図(11)ではGB-S t=12.5+12.5と相違
します｡

1階平面詳細図(4)及び水廻り詳細図(11)を優先とし､GB-S t=12.5+12.5と考えて宜しいでしょう
か｡

1階ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽにおいて､床仕上が内部仕上表(1)及び1階展開図(1)でﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(A)とﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ(A)
の2種類記載されておりますが､1階平面詳細図(4)ではﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(A)のみと相違します｡

内部仕上表(1)及び1階展開図(1)を優先とし､施工範囲においては1階展開図(1)より､X10通/Y6通
から外壁面までをﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ(A)としその他はﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ(A)と考えて宜しいでしょうか｡

1階ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽにおいて､1階展開図(1)で1FL～500程度の部分にﾗｲﾝが図示されており↑ﾀﾞｲﾗｲﾄ/
↓合板と記載されておりますが､何を示しているか不明確です｡

今回の工事範囲で建築工事で見込むものがあれば仕様･厚さ等を含め詳細を御指示下さい｡

1階ｽﾀｼﾞｵにおいて､1階平面詳細図(4)でX7通の左側に壁の様な物が図示されておりますが､天井
伏図(5)及び1階展開図(3)では何も図示されておりせんので不要と考えて宜しいでしょうか｡

必要であれば､仕様･高さ等を含め詳細を御指示下さい｡

よろしいです。

範囲については、A-25-01キッズスペース詳細図を参照ください。

A-25-01、02キッズスペース詳細図を参照ください。

よろしいです。

サッシ際の壁について
AEP+GB-Rt12.5+12.5LGS+GW
※ｈ直天井の為天井面までとします。
サッシ裏バックパネルについて
AEP+けい酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6+耐火ﾎﾞｰﾄﾞ厚35とします。
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NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

1階ｽﾀｼﾞｵにおいて､1階展開図(3)のB･D面で外壁側の天井部分に梁を囲っているものが図示され
ておりますが､直天井ですので今回の工事範囲においては不要と考えて宜しいでしょうか｡

建築工事で必要であれば､仕様･厚さ等を含め詳細を御指示下さい｡

1階連携交流室･控室①･②において､1階展開図(1)～(3)で外壁側にH=1500の下り壁が図示され
ておりますが､下り壁の仕様は軽鉄壁軸組(t=65) + GB-R t=12.5+12.5 + AEPと考えて宜しいで
しょうか｡

又､天井との取合う部分には塩ﾋﾞ程度の見切縁を施すものと考えて宜しいでしょうか｡

1階ｱｰﾄｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝﾙｰﾑにおいて､壁仕上が1階平面詳細図(5)では全面AEPと記載されております
が､1階展開図(4)ではD面(Y4～5間)に黒板ｸﾛｽの指示があり相違します｡

内部仕上表(2)の壁欄にも黒板ｸﾛｽの指示が御座いますので1階展開図(4)を優先とし､D面(Y4～5
間)は黒板ｸﾛｽと考えて宜しいでしょうか｡

 1階ｱｰﾄｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝﾙｰﾑにおいて､天井仕上及び天井高さが各図面で下記の様に相違します｡

1階展開図(4)を優先とし､直天(CH=5600) / ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾏｯﾄ t=50 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張と考えて宜しいでしょ
うか｡

内部仕上表(2) --- 直天(CH=5600) / ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾏｯﾄ t=50 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張 ･ 岩綿吸音板 t=12

断面図(2)     --- 直天(CH=5650)

天井伏図(5)   --- 直天 / 岩綿吸音板 t=12

1階展開図図(4) --- 直天(CH=5600) / ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾏｯﾄ t=50 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張

1階荷解場/県民ｷﾞｬﾗﾘｰにおいて､床仕上が内部仕上表(2)･1階展開図(18)･1階平面詳細図(3)で
は防塵塗装ですが､雑詳細図/ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞｽﾛｰﾌﾟでは塗床と相違します｡

内部仕上表(2)･1階展開図(18)･1階平面詳細図(3)を優先とし､防塵塗装と考えて宜しいでしょう
か｡

よろしいです。

よろしいです。

塗床とします。

よろしいです。

よろしいです。
控室①②化粧石膏ボード取り合いはよろしいです。
連携交流室　AEP　GB-Rｔ12.5+12.5　壁同材取り合いは突付とします。

66

67

68

69

70

A-008-3､015-5､
017-12､019-13

A-008-3､017-10
～12

A-008-3､17-13､
19-14

A-008-3､14-12､
15-5､17-13､19-

14

A-008-3､017-
27､019-12､064



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

上記の質疑に伴い､雑詳細図/ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞｽﾛｰﾌﾟでｽﾛｰﾌﾟ面の床仕上も防塵塗装と考えて宜しいで
しょうか｡

1階倉庫④/県民ｷﾞｬﾗﾘｰにおいて､B面の壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが1階平面詳細図(3)ではGB-R
t=12.5+12.5ですが､1階展開図(19)ではGB-F t=12.5+12.5と相違します｡

1階平面詳細図(3)を優先とし､GB-R t=12.5+12.5と考えて宜しいでしょうか｡

1階搬入車庫において､小階段(RC製)は雑詳細図/ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞｽﾛｰﾌﾟにある搬入口階段と同仕様とし､
表面仕上は踏面蹴込:表面強化剤 2回ﾎﾟﾘｯｼｭと考えて宜しいでしょうか｡

又､側壁においてはｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修と考えて宜しいでしょうか｡

 1階搬入車庫において､天井仕上及び天井高さが各図面で下記の様に相違します｡

天井伏図(5)及び1階展開図(6)を優先とし､CH=5000 / 21:GB-St=12.5 + GB-Rt=12.5 + AEPと考
えて宜しいでしょうか｡

内部仕上表(3)    --- CH=5000 / RC 素地

断面図(2)        --- CH=6300 / ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 素地

天井伏図(5)      --- CH=5000 / 21:GB-St=12.5 + GB-Rt=12.5 + AEP

1階展開図(6)     --- CH=5000 / 21:GB-St=12.5 + GB-Rt=12.5 + AEP

1階平面詳細図(1) --- 直天

1階搬入ｽﾍﾟｰｽにおいて､ﾃｰﾌﾞﾙﾘﾌﾄ廻り(1FL)部分の床仕上は荷解ｽﾍﾟｰｽの床仕上と同仕様と考え
て宜しいでしょうか｡

1階搬入ｽﾍﾟｰｽにおいて､1階平面詳細図(1)で床:合金骨材配合強靭床仕上/塗膜防水と記載され
ておりますが､内部仕上表(3)及び標準詳細図(6)よりｱｽﾌｧﾙﾄ防水と読替えて宜しいでしょうか｡

塗床とします。

よろしいです。

塗床とします。

よろしいです。

よろしいです。

合金骨材配合強靭床仕上/アスファルト防水とします。

71

72

73

74

75

76

A-008-3､017-
27､019-12､064

A-017-28､019-
12

S-022､A-017-
15､019-10､064

A-008—4､014-2､
15-5､017-6､

019-10

A-008-4､019-
10､021-6/1-37

A-008-4､019-
10､021-6/1-37



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

1階荷解ｽﾍﾟｰｽにおいて､床仕上が内部仕上表(3)･1階展開図(7)･標準詳細図(6)では防塵塗装で
すが､1階平面詳細図(1)では塗床と相違します｡

内部仕上表(3)･1階展開図(7)･標準詳細図(6)を優先とし､防塵塗装と考えて宜しいでしょうか｡

又､1階平面詳細図(1)にAS防水と記載されておりますが､ｱｽﾌｧﾙﾄ防水は不要と考えて宜しいで
しょうか｡

1階CALM ROOMにおいて､天井仕上が内部仕上表(3)及び1階展開図(15)では岩綿吸音板 t=12です
が､天井伏図(5)では9:岩綿吸音板 t=12 + AEPと相違します｡

内部仕上表(3)及び1階展開図(15)を優先とし､岩綿吸音板 t=12と考えて宜しいでしょうか｡

1階生物対策室において､壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞの仕様が内部仕上表(3)及び1階展開図(5)ではGB-
Rt=12.5+12.5ですが､1階平面詳細図(1)ではA面以外は全てGB-F t=12.5+12.5と相違します｡

防火区画ですので1階平面詳細図(1)を優先とし､A面以外は全てGB-F t=12.5+12.5と考えて宜し
いでしょうか｡

1階警備室において､天井仕上が内部仕上表(3)及び1階展開図(12)では岩綿吸音板 t=12ですが､
天井伏図(7)では9:岩綿吸音板 t=12 + AEPと相違します｡

内部仕上表(3)及び1階展開図(12)を優先とし､岩綿吸音板 t=12と考えて宜しいでしょうか｡

1階監視室において､天井仕上が内部仕上表(3)では岩綿吸音板 t=12ですが､天井伏図(5)及び1
階展開図(8)では岩綿吸音板 t=12 + AEPと相違します｡

天井伏図(5)及び1階展開図(8)を優先とし､9:岩綿吸音板 t=12 + AEPと考えて宜しいでしょう
か｡

1階前室/宿直室A･Bにおいて､床仕上が内部仕上表(3)･1階平面詳細図(1)･標準詳細図(2)ではﾋﾞ
ﾆﾙ床ｼｰﾄ(B)ですが､1階展開図(8)ではﾀｲﾙｶｰﾍﾞｯﾄ(B)t=6.5と相違します｡

内部仕上表(3)･1階平面詳細図(1)･標準詳細図(2)を優先とし､ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(B)と考えて宜しいで
しょうか｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

塗床とします。

よろしいです。

よろしいです。
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79

80

81

82

77
A-008-4､017-
16､019-10､21-

6/1-36

A-008-4､015-5､
017-24

A-008-4､011-3､
017-14､019-10

A-008-4､015-7､
017-21

A-008-4､015-5･
017-17

A-008-4､017-
17､019-10､021-

2/1-06



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

1階輸送展示ｽﾀｯﾌ控室において､壁仕上が内部仕上表(3)及び1階展開図(9)ではﾋﾞﾆﾙｸﾛｽとAEPの2
種類指示が御座いますが､1階平面詳細図(1)では全面ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽと相違します。

内部仕上表(3)及び1階展開図(9)を優先とし､A･B面:GB-F t=12.5+12.5+AEP/C･D面:GB-R t=12.5+
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽと考えて宜しいでしょうか｡

1階倉庫Eにおいて､床下地が内部仕上表(4)及び標準詳細図(5)では鋼製床下地ですが､1階展開
図(18)ではｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝下地と相違します｡

内部仕上表(4)及び標準詳細図(5)を優先とし､鋼製床下地と考えて宜しいでしょうか｡

1階機械室において､1階展開図(5)<B面>の両開扉の下部分に階段の様な物が図示されておりま
すが､1階平面詳細図(1)及び構造図(1階床伏図)には階段の図示が御座いません｡

RC製の階段を必要と考えて宜しいでしょうか｡

又､階段の表面仕上は踏面蹴込:表面強化剤(2回ﾎﾟﾘｯｼｭ) ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ無し / 側壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修と
考えて宜しいでしょうか｡

1階機械室において､壁仕上が1階展開図(5)のA･C･D面でW2:断熱材t=50と記載されております
が､1階平面詳細図(1)ではGB-R t=12.5+GWﾏｯﾄt=50 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押えと相違します。

1階平面詳細図(1)を優先とし､GB-R t=12.5+GWﾏｯﾄt=50 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ押えと考えて宜しいでしょうか｡

1階1F廊下(2)において､1階展開図(13)でD面の壁仕上がW3と記載されておりますが､凡例にW3は
御座いません｡

1階平面詳細図(1)よりW2:GB-F t=12.5+12.5+AEPと読替えて宜しいでしょうか｡

1階1F廊下(2)において､1階平面詳細図(1)で連携交流室側の一部の壁仕上が壁:AEP GB-F
t=12.5+12.5 LGS ※H900まで素地 GB-R t=12.5と記載されておりますが､GB-R t=12.5は増張と
考えて宜しいでしょうか｡

1階1F廊下(2)において､X3通/Y4通に給湯①が御座いますが､内部仕上表(1)～(10)に部屋の指示
が見当たりません｡

室内の仕上は1F廊下(2)と同仕上と考えて宜しいでしょうか｡

又､天井高さが1階展開図(14)V･W･X面及び天井伏図(5)ではCH=4000ですが､水廻り詳細図(7)では
CH=3000と相違します｡

1階展開図(14)W面及び天井伏図(5)を優先とし､天井高さはCH=4000と考えて宜しいでしょうか｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

設備用搬入口の為、不要とします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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88

89

83

84

85

86
A-008-5､017-
14､019-10

A-008-5､17-22､
19-10

A-019-13

A-008-2～11､
015-5､017-23

A-008-4､017-
18､019-10

A-008-5､017-
27､021-5/1-25

S-022､A-017-
14､019-10



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

1階1F廊下(3)において､1階平面詳細図(2)･(3)でX2A～3間/Y3～3A間部分の天井高さの表記が
CH=3000と記載されておりますが､天井伏図(7)及び1階展開図(14)ではCH=4000と相違します｡

天井伏図(7)及び1階展開図(14)を優先とし､1階廊下(3)の天井高さは全てCH=4000と考えて宜し
いでしょうか｡

1階1F廊下(4)において､A面の壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが1階展開図(12)ではW2:GB-F t=12.5+12.5です
が､1階平面詳細図(2)では一般の軽鉄間仕切ですのでW1:GB-R t=12.5+12.5と読替えて宜しいで
しょうか｡

1階において､内部仕上表(4)･標準詳細図(6)に記載のある消火ｼｬﾌﾄは1階展開図(5)･1階平面詳
細図(1)にある防火ｼｬﾌﾄ(X5通/Y6A～7間)の事と考えて宜しいでしょうか｡

1階厨房において､壁仕上が各図面で下記の様に相違します｡1階平面詳細図(8)及び水廻り詳細
図(16)を優先とし､GB-F t=21+21 + ｹｲｶﾙ板 t=6 UP + SUS t=1.5と考えて宜しいでしょうか｡

内部仕上表(4)     --- ｹｲｶﾙ板 t=6+6 + AEP + SUS t=1.5

1階展開図(25)    --- GB-F t=21+21 + ｹｲｶﾙ板 t=6 + SU鋼製下地 t=1.5

矩計図(6)         --- GB-F t=21+21 + ｹｲｶﾙ板 t=6 + SU鋼製下地 t=1.5

1階平面詳細図(8) --- GB-F t=21+21 + ｹｲｶﾙ板 t=6 UP + SUS t=1.5

水廻り詳細図(16)  --- GB-F t=21+21 + ｹｲｶﾙ板 t=6 UP + SUS t=1.5

標準詳細図(15)    --- GB-F t=21+21 + SU鋼製下地 t=1.5 + ｹｲｶﾙ t=6.0 UP

1階従業員WC/ﾚｽﾄﾗﾝにおいて､壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが内部仕上表(5)及び1階展開図(27)ではGB-S
t=12.5ですが､1階平面詳細図(8)及び水廻り詳細図(14)ではC面がGB-R t=12.5と相違します｡

内部仕上表(5)及び1階展開図(27)を優先とし､全面GB-S t=12.5と考えて宜しいでしょうか｡

1階ﾛｯｶｰ/ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟにおいて､壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが1階平面詳細図(9)では全面GB-F
t=12.5+12.5ですが､1階展開図(29)ではB･C･D面がW1:GB-R t=12.5+12.5と相違します｡

防火区画ですので1階平面詳細図(9)を優先とし､GB-F t=12.5+12.5と考えて宜しいでしょうか｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

90

91

92

93

94

95
A-008-6､017-
38､019-18

A-008-5､015-7､
017-23､019-11･

2

A-017-21､019-
11

A-008-5､017-
14､019-10､021-

6/1-39

A-008-5､017-
34､018-6､019-
17､021-15/1-
12､022-16

A-008-6､017-
36､019-17､022-

14



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

1階ﾛｯｶｰ/ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟにおいて､天井仕上が内部仕上表(5)及び1階展開図(29)では岩綿吸音板
t=12ですが､天井伏図(8)では9:岩綿吸音板 t=12 + AEPと相違します｡

内部仕上表(5)及び1階展開図(29)を優先とし､岩綿吸音板 t=12と考えて宜しいでしょうか｡

1階MWC①･WWC①･UWC①･②において､巾木の仕様が内部仕上表(10)ではST巾木 H=50 t=1.6 UUで
すが､1階展開図(16)･(17)ではﾋﾞﾆﾙ巾木と相違します｡

内部仕上表(10)を優先とし､ST巾木 H=50 t=1.6 UUと考えて宜しいでしょうか｡

1階PS1において､ﾎﾞｰﾄﾞ面の壁仕上が1階平面詳細図(2)ではAEPですが､1階展開図(10)では素地
と相違します｡

1階平面詳細図(2)を優先とし､ﾎﾞｰﾄﾞ面の壁仕上はAEPと考えて宜しいでしょうか｡

1階EPS5において､壁仕上が1階平面詳細図(19)でD面のみAEPと記載されておりますが､1階展開
図(28)を優先とし､壁仕上は全面 素地と考えて宜しいでしょうか｡

1階DS1において､ﾎﾞｰﾄﾞ面の壁仕上が1階平面詳細図(2)ではAEPですが､1階展開図(11)では素地
と相違します｡

1階平面詳細図(2)を優先とし､ﾎﾞｰﾄﾞ面の壁仕上はAEPと考えて宜しいでしょうか｡

岩綿吸音板 t=12 + AEPとします。

よろしいです。

素地とします。

よろしいです。

素地とします。

99

100

96

97

98

A-008-6､015-8､
017-38

A-008-11､017-
25･26

A-008-11､017-
19､019-11

A-017-37/019-
18

A-008-11､017-
20､019-11



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

2､3階において､下記の部屋の鋼製床下地に施す捨張合板の厚さ･ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞの有無等が内部
仕上表(5)～(8)及び標準詳細図(2)～(12)で相違します｡

全て内部仕上表(5)～(8)及び標準詳細図(2)～(12)を優先と考えて宜しいでしょうか｡

<2階>

ﾒﾃﾞｨｱｽﾘｯﾄA･B･C､ｺﾚｸｼｮﾝ展示室①､倉庫①･②/ｺﾚｸｼｮﾝ展示室①､ｺﾚｸｼｮﾝ展示室②､

小展示室A･B､ｺﾚｸｼｮﾝ展示室③､倉庫③･④･SLW収納/ｺﾚｸｼｮﾝ展示室③､特別展示室①､

特別展示室①(吹抜部)､特別展示室②･③､倉庫⑤･SLW収納/特別展示室③､

前室/収蔵庫①､前室/一時保管庫､

<3階>

3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ､特別展示室①-2､前室/特別展示室①-2､書庫､美術資料室2

2階救護室において､壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが内部仕上表(5)及び2階展開図(13)では全面GB-R
t=12.5+12.5ですが､2階平面詳細図(2)ではA面がGB-F t=12.5+12.5と相違します｡

防火区画ですので2階平面詳細図(2)を優先とし､A面はGB-F t=12.5+12.5と考えて宜しいでしょ
うか｡

2階2Fﾛｯｶｰにおいて､壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが内部仕上表(5)及び2階展開図(14)では全面GB-R
t=12.5+12.5ですが､2階平面詳細図(2)よりA面は防火区画ですのでGB-F t=12.5+12.5と考えて宜
しいでしょうか｡

2階倉庫⑤/特別展示室③において､2階平面詳細図(10)でB面の壁仕上が素地と記載されており
ますが､内部仕上表(6)及び2階展開図(2)よりAEP塗装と考えて宜しいでしょうか｡

又､2階展開図(2)において､B面のW1はW2と読替えて宜しいでしょうか｡

2階倉庫⑤/特別展示室③において､天井高さが内部仕上表(6)･天井伏図(11)･2階平面詳細図
(10)ではCH=5000ですが､2階展開図(2)ではCH=6300と相違します｡

内部仕上表(6)･天井伏図(11)･2階平面詳細図(10)を優先とし､CH=5000と考えて宜しいでしょう
か｡

 

よろしいです。

よろしいです。

直天井とします。

よろしいです。

よろしいです。

102

103

104

105

101
A-008-6～9､
017-41～76､
021-2～13

A-008-6､017-
53､019-20

A-008-6､017-
54､019-20

A-008-7､017-
42､019-28

A-008-7､015-
11､017-42､019-

28



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

 2階特別監視員控室において､壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが各図面で下記の様に相違します｡

2階展開図(13)図示を優先とし､全面 W1:GB-R t=12.5と考えて宜しいでしょうか｡

内部仕上表(6)    --- GB-R t=12.5 / GB-F t=12.5+12.5

2階展開図(13)表記 --- W1:GB-R t=12.5 / W2:GB-F t=12.5+12.5

2階展開図(13)図示 --- 全面 W1:GB-R t=12.5

2階平面詳細図(2) --- GB-R t=12.5 / C面(ELV部) GB-R t=12.5+12.5

 2階総務学芸室において､CH=2300部分の床下地は鋼製床下地と考えて宜しいでしょうか｡

2階総務学芸執務室において､ﾒｻﾞﾆﾝに上る階段が御座いますが、踏面蹴込の仕様は下記の様に
考えて宜しいでしょうか｡

又､ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟが必要と思われますが､ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟの仕様及びﾒｰｶｰ･品番を御指示下さい｡

踏面:ﾓﾙﾀﾙ金鏝 t=40(ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ:50x50x3.2) + ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(B)

蹴込:ﾌﾟﾚｰﾄ面 SOP塗装

雑詳細図/総務学芸執務室(1)において､a～d断面で岩綿吸音板･化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ等全ての部屋の
天井仕上にAEPと記載されておりますが､各内部仕上表･展開図･天井伏図等よりAEPは不要と考え
て宜しいでしょうか｡

2階機械室①において､壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが内部仕上表(7)及び2階展開図(15)では全面GB-R
t=12.5+12.5ですが､2階平面詳細図(10)よりB面は防火区画ですのでGB-F t=12.5+12.5と読替え
て宜しいでしょうか｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

参考メーカーはナカ工業　UDC-15Sとします。
モルタル無しの仕様とします。

107

108

109

110

106
A-008-7､017-
53､019-20

A-008-8､019-21

A-008-8､17-45､
19-21､080-1

A-008-8･11､
015-12､017-41
～61､080-1

A-008-8､017-
41､019-28



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

2階機械室②において､壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが内部仕上表(7)及び2階展開図(15)では全面GB-R
t=12.5+12.5ですが､2階平面詳細図(1)ではB･C面がGB-F t=12.5+12.5と相違します｡

防火区画ですので2階平面詳細図(1)を優先とし､B･C面はGB-F t=12.5+12.5と考えて宜しいで
しょうか｡

2階ｱﾗｰﾑ弁室②において､内部仕上表(7)で壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞがGB-R t=12.5+12.5とGB-F t=21+21
の2種類記載が御座いますが､2階展開図(11)及び2階平面詳細図(3)より全てGB-F t=12.5+12.5と
読替えて宜しいでしょうか｡

2階ｱﾗｰﾑ弁室②において､天井高さが2階展開図(11)で直天(CH=5650)と記載されておりますが､
部屋の上部には総務学芸執務室のﾒｻﾞﾆﾝが御座いますので天井高さは直天(CH≒3000)と考えて宜
しいでしょうか｡

2､3階MWC②～④･WWC②～④･UWC③･④において､巾木の仕様が内部仕上表(10)ではST巾木 H=50
t=1.6 UUですが､1階展開図(16)･(17)ではﾋﾞﾆﾙ巾木と相違します｡

内部仕上表(10)を優先とし､ST巾木 H=50 t=1.6 UUと考えて宜しいでしょうか｡

2階WWC②において､壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが内部仕上表(10)及び2階展開図(14)ではGB-S t=12.5 +
GB-R t=12.5ですが､2階平面詳細図(5)及び水廻り詳細図(27)では各面毎に指示が有り相違しま
す｡

2階平面詳細図(5)及び水廻り詳細図(27)を優先と考えて宜しいでしょうか｡

又､UWC③及びﾒﾃﾞｨｱﾎﾞｲﾄﾞの入口部分の壁下地はGB-S t=12.5 + GB-R t=12.5と読替えて宜しい
でしょうか｡

2階MWC③･WWC③において､A面の壁下地が､2階展開図(21)ではGB-S t=12.5 + GB-R t=12.5です
が､2階平面詳細図(9)及び水廻り詳細図(31)ではGB-F t=21+21と相違します｡

防火区画ですので2階平面詳細図(9)及び水廻り詳細図(31)を優先とし､GB-S t=12.5を増張する
ものと考えて宜しいでしょうか｡

2階UWC②(BOH)において､2階平面詳細図(3)及び水廻り詳細図(32)で壁下地がGB-鋼製下地
12.5+12.5と記載されておりますが､内部仕上表(10)及び2階展開図(7)よりGB-S t=12.5 + GB-R
t=12.5と読替えて宜しいでしょうか｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

113

114

115

116

117

111

112
A-008-8､017-
51､019-21

A-014-2､017-
51､019-21

A-008-11､017-
53･54･61･71

A-008-11､017-
54､019-23､022-

27

A-008-11､017-
61､019-27､022-

31

A-008-11､017-
47､019-21､022-

32

A-008-8､017-
55､019-19



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

2階EPS3において､壁仕上が2階展開図(18)では全面W1:GB-F t=12.5+12.5 素地と記載されてお
りますが､2階平面詳細図(5)より外壁面はPC板の上断熱材t=50表しと読替えて宜しいでしょう
か｡

3階ｺﾚｸｼｮﾝ展示監視員控室において､D面の壁下地が3階展開図(9)及び3階平面詳細図(2)でGB-R
t=12.5と記載されておりますが､防火区画ですのでGB-F t=12.5+12.5と読替えて宜しいでしょう
か｡

3階前室/3Fﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞにおいて､D面の壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが3階展開図(9)でW2：GB-F t=21+21で
すが､3階平面詳細図(2)ではGB-F t=12.5+12.5と相違します｡

3階平面詳細図(2)を優先とし､GB-F t=12.5+12.5と考えて宜しいでしょうか｡

3階ｶﾌｪ厨房①･②､更衣室/ｶﾌｪ厨房②において､内部仕上表(8)では防水欄に塗膜防水の指示が御
座いますが､標準詳細図(9)･(11)では防水の指示が無く相違します｡

内部仕上表(8)の防水欄を優先とし､塗膜防水を施すものと考えて宜しいでしょうか｡

又､塗膜防水の立上りはH=150と考えて宜しいでしょうか｡

 3階ｶﾌｪ厨房②において､壁下地ﾎﾞｰﾄﾞが各図面で下記の様に相違します｡

内部仕上表(8)･3階平面詳細図(4)･水廻り詳細図(42)を優先とし､全面 GB-F t=12.5+12.5 + ｹｲｶ
ﾙ板 t=6と考えて宜しいでしょうか｡

内部仕上表(8)    --- GB-F t=12.5+12.5 + ｹｲｶﾙ板 t=6

3階展開図(15)    --- A･B･C面 GB-St=12.5+GB-R t=12.5

                      D面 GB-F t=12.5+12.5 + ｹｲｶﾙ板 t=6

3階平面詳細図(4) --- 全面 GB-F t=12.5+12.5 + ｹｲｶﾙ板 t=6

水廻り詳細図(42) --- 全面 GB-F t=12.5+12.5 + ｹｲｶﾙ板 t=6

 上記の質疑に伴い､3階ｶﾌｪ厨房①においても同様と考えて宜しいでしょうか｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

120

121

122

123

118

119

A-008-9､019-
32､21-9/2,3共
通-18､21-11/3-

13

A-008-9､017-
76､019-32､022-

42

A-008-9､017-
75･76､019-32､

022-42

A-008-9､017-
70､019-30

A-017-58､019-
23

A-008-9､017-
70､019-30



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

3階作業室において､3階平面詳細図(1)でX4通り部分の柱の仕上が壁:AEP GB-F t=12.5+12.5 両
面張 LGS+GWと記載されておりますが､特に防火区画の必要は無いと思われますのでGB-R
t=12.5+12.5 片面 LGS(GW無し)と読替えて宜しいでしょうか｡

3階休憩室において､B面の壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが3階展開図(12)及び3階平面詳細図(4)でGB-R
t=12.5+12.5と記載されておりますが､防火区画ですのでGB-F t=12.5+12.5と読替えて宜しいで
しょうか｡

3階学芸倉庫において､壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが内部仕上表(9)及び3階展開図(5)では全面GB-R
t=12.5+12.5ですが､3階平面詳細図(3)ではA面がGB-F t=12.5+12.5と相違します｡

防火区画ですので3階平面詳細図(3)を優先とし､A面はGB-F t=12.5+12.5と考えて宜しいでしょ
うか｡

3階平面詳細図(1)において､Y6～Y6B間の廊下が3F廊下3と記載されておりますが､3階平面図･天
井伏図(13)･3階展開図(8)･(11)より3F廊下1と読替えて宜しいでしょうか｡

 3階において､機械室①と②の範囲が各図面で下記の様に相違します｡

天井伏図･展開図･平面詳細図を優先とし､機械室① <X7A～X8間> / 機械室② <X2～X2A間>と考
えて宜しいでしょうか｡

3階平面図        --- 機械室① <X2～X2A間> / 機械室② <X7A～X8間>

建具表(4)･(16)    --- 機械室① <X2～X2A間> / 機械室② <X7A～X8間>

3階天井伏図(15)  --- 機械室② <X2～X2A間>

3階天井伏図(16)  --- 機械室① <X7A～X8間>

3階展開図(2)     --- 機械室① <X7A～X8間>

3階展開図(4)     --- 機械室② <X2～X2A間>

3階平面詳細図(3) --- 機械室② <X2～X2A間>

3階平面詳細図(6) --- 機械室① <X7A～X8間>

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

124

125

126

127

128

A-017-73､019-
32

A-008-10､017-
66､019-31

A-011-5､015-
13､017-69･72

A-011-3､016-4･
16､015-15･16､
017-63･65､019-

31･34

A-017-72､019-
29



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

3階MWC④・WWC④において､壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが内部仕上表(10)及び3階展開図(10)ではGB-S
t=12.5 + GB-R t=12.5ですが､3階平面詳細図(2)･(5)及び水廻り詳細図(36)では各面毎に指示が
有り相違します｡

3階平面詳細図(2)･(5)及び水廻り詳細図(36)を優先とし､耐火間仕切面にはGB-S t=12.5を増張
するものと考えて宜しいでしょうか｡

3階MWC③（BOH）において､壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが内部仕上表(10)及び3階展開図(4)ではGB-S
t=12.5 + GB-R t=12.5ですが､3階平面詳細図(3)及び水廻り詳細図(39)では各面毎に指示が有り
相違します｡

3階平面詳細図(3)び水廻り詳細図(39)を優先とし､耐火間仕切面にはGB-S t=12.5を増張するも
のと考えて宜しいでしょうか｡

3階WC③（BOH）において､壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが内部仕上表(10)及び3階展開図(3)ではGB-S t=12.5
+ GB-R t=12.5ですが､3階平面詳細図(3)及び水廻り詳細図(40)では各面毎に指示が有り相違し
ます｡

3階平面詳細図(3)び水廻り詳細図(40)を優先とし､耐火間仕切面にはGB-S t=12.5を増張するも
のと考えて宜しいでしょうか｡

4階機械室①において､D面の壁下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞが4階展開図(1)ではW1:GB-F t=12.5+12.5ですが､
4階平面詳細図(3)ではGB-R t=12.5+12.5と相違します｡

E･F面も考慮すると4階展開図(1)を優先とし､GB-F t=12.5+12.5と考えて宜しいでしょうか｡

4階機械室②において､C･E･F面の壁仕上が4階展開図(3)ではW2:GB-R t=12.5+GWﾏｯﾄ t=50です
が､4階平面詳細図(3)ではECP t=60 素地と相違します｡

4階平面詳細図(3)を優先とし､ECP t=60 素地と考えて宜しいでしょうか｡

4階廊下において､Y2C通/X4通及びY4A通/X4に小階段が御座いますが､踏面蹴込共にﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ
(B)仕上と考えて宜しいでしょうか｡

又､ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟが必要と思われますが､ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟの仕様及びﾒｰｶｰ･品番を御指示下さい｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟの仕様及びﾒｰｶｰ･品番の指定はございません。
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A-017-79､019-
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40



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

上記の質疑に伴い､小階段部分の巾木は段型ｿﾌﾄ巾木 H=60を施すものとし考えて宜しいでしょ
うか｡

又､Y2C通側の小階段側壁及び小階段脇(H=500部分)は打放補修の上AEPと考えて宜しいでしょう
か｡

4階廊下において､Y4A通/X4～5間の廊下において､4階展開図(2)<C･D･E面>及び4階平面詳細図
(2)で天井高さがCH=3000と記載されておりますが､ｽﾗﾌﾞﾚﾍﾞﾙを考えますとCH=3000では直天には
ならない様に思われます｡

LGS+GB-R t=12.5の上にGWﾏｯﾄ t=50 ﾀｲﾍﾞｯｸ張と考えて宜しいでしょうか｡

4階DS1において､ﾎﾞｰﾄﾞ面の壁仕上が4階平面詳細図(3)ではAEPですが､4階展開図(3)では素地と
相違します｡

4階平面詳細図(3)を優先とし､ﾎﾞｰﾄﾞ面の壁仕上はAEPと考えて宜しいでしょうか｡

ｺﾚｸｼｮﾝ展示室①階段･ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ階段･特別展示室①階段において､手摺の笠木はﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ
手摺と同様にｽﾃﾝﾚｽ FB HL t=1.2 曲加工程度と考えて宜しいでしょうか｡

ｺﾚｸｼｮﾝ展示室①階段において､ｺﾚｸｼｮﾝ展示室①階段詳細図(3)で階段の仕上の記載が見受けられ
ませんが､下記の様に考えて宜しいでしょうか｡

踏面･踊場---ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA

蹴込---ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA

段裏---ﾌﾟﾚｰﾄ面SOP

異なる場合は詳細を御指示下さい｡

ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ階段において､ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞ階段詳細図(3)で階段の仕上の記載が見受けられません
が､下記の様に考えて宜しいでしょうか｡

踏面･踊場---ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA

蹴込---ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA

段裏---ﾌﾟﾚｰﾄ面SOP

異なる場合は詳細を御指示下さい｡

直天井　GWﾏｯﾄ t=50 ﾀｲﾍﾞｯｸ張りとします。

素地とします。

踏面･踊場---ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA
蹴込---ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA
段裏---ﾌﾟﾚｰﾄ面UPとします。

踏面･踊場---ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA
蹴込---ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA
段裏---ﾌﾟﾚｰﾄ面UPとします。

よろしいです。

139

140

135

136

137

A-020-3

A-020-6

A-008-11､011-
6､017-78､019-

39～41

S-029･030､008-
11､015-20､017-
78､018-7､019-

39

A-008-11､017-
79､019-40

138 A-20-3･6･8

別紙（手すりガラス図面）を参照ください。



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

特別展示室①階段において､特別展示室①階段詳細図(2)で階段の仕上の記載が見受けられませ
んが､下記の様に考えて宜しいでしょうか｡

踏面･踊場---ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA

蹴込---ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA

段裏---ﾌﾟﾚｰﾄ面SOP

異なる場合は詳細を御指示下さい｡

 特別避難階段において､長尺塩ﾋﾞｼｰﾄの下地は下記の様に考えて宜しいでしょうか｡

踏面---ﾌﾟﾚｰﾄ面に長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ接着

蹴込---ﾌﾟﾚｰﾄ面に長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ接着

踊場---ﾌﾟﾚｰﾄ面に長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ接着

 内部鉄骨階段において､鉄部には特記なき限りSOPを施すと考えて宜しいでしょうか｡

間仕切において､標準詳細図に間仕切の構成の記載が御座いますが､下記の通りと考えて宜しい
でしょうか｡

1.  防火区画部の耐火間仕切はLGS･ﾎﾞｰﾄﾞ共にｽﾗﾌﾞ～ｽﾗﾌﾞ､一般部間仕切はLGSはｽﾗﾌﾞ～ｽﾗﾌﾞ･ﾎﾞｰ
ﾄﾞはｽﾗﾌﾞ～天井、遮音間仕切はﾎﾞｰﾄﾞ･ｸﾞﾗｽｳｰﾙはｽﾗﾌﾞ～ｽﾗﾌﾞ･ﾎﾞｰﾄﾞｽﾗﾌﾞ～天井と考えて宜しいで
しょうか｡

2.  間仕切の構成は平面詳細図に記載通りの仕様と考えて宜しいでしょうか｡

3.  一般間仕切部の柱型に関してはLGS･ﾎﾞｰﾄﾞ共にｽﾗﾌﾞ～天井の胴縁と考えて宜しいでしょうか｡

間仕切において､標準詳細図と平面詳細図で間仕切の構成が相違している場合は平面詳細図を
優先すると考えて宜しいでしょうか｡

(例:標準詳細図ではGW充填が平面詳細図ではGW充填無し等)

よろしいです。

よろしいです。

踏面･踊場---ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA
蹴込---ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞA
段裏---ﾌﾟﾚｰﾄ面UPとします。

よろしいです。

メイン側　UPとします。
バック側　SOPとします。

142

143

144

145

141

A-020-17～22

A-020-1～22

A-019-1～26､
021-1～21

A-019-1～26､
021-1～21

A-020-8



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

間仕切において､防火区画部の耐火間仕切の仕様は下記の様に考えて宜しいでしょうか｡異なる
場合や他に違う種類の間仕切がありましたら御指示下さい｡

片面GB-F21+21---吉野石膏 Sｳｫｰﾙﾜﾝ

両面GB-F12.5+12.5---吉野石膏 S12

間仕切において､内部仕上表(4)で1階厨房の備考耐火遮音壁:吉野石膏S12･WⅠ(TLD-50)同等と
記載が御座いますが､1階厨房のGW充填部の耐火間仕切を吉野石膏S12･WⅠとし､他の耐火間仕切
にGW充填している範囲については上記のﾒｰｶｰ･品番(例:SｳｫｰﾙにGW充填等)にGWを充填しているも
のと考えて宜しいでしょうか｡

間仕切において､標準詳細図でLGS内にｸﾞﾗｽｳｰﾙを充填している間仕切が御座いますが､ﾎﾞｰﾄﾞは
天井までのため､上下に遮音ｼｰﾙは施さないと考えて宜しいでしょうか｡

間仕切において､標準詳細図にLGS内にｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填の図示が御座いますが､厚みや密度等の記載
が見受けられません｡

LGS内ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填の仕様は厚みt=50 密度24kg/m2と考えて宜しいでしょうか｡

間仕切において､階高が5.0m以上いる居室が御座いますが､5.0m以上の間仕切の補強の納まりの
記載が見受けられません｡

5.0m以上の間仕切の補強は□-100×100×3.2 縦軸@3000 横軸@3000程度と考えて宜しいでしょ
うか｡

異なる場合は詳細を御指示下さい｡

間仕切において､仕上表の壁下地のLGSで｢※1000PA対応 高天井のため､鋼製下地ﾁｬﾝﾈﾙ下地追
加｣と記載が御座いますが､具体的な納まりや仕様詳細等を御指示下さい｡

よろしいです。

よろしいです。

グラスウール充填箇所の遮音間仕切り壁については天井までではなくスラブ～スラブとし、
遮音シールを施す仕様としてください。

よろしいです。

よろしいです。

収蔵庫詳細図を参照ください。

151

146

147

148

149

150

A-008-6

A-021-1～21

A-019-1～26､
021-1～21

A-008-5､019-1
～26､021-1～21

A-019-1～26

A-021-1～21



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

特別詳細図_収蔵庫(6)において､収蔵庫内装仕様表で壁仕上が無機質系調質材t8と記載が御座
いますが､仕上表の収蔵庫の壁仕上では収蔵庫用調質ﾎﾞｰﾄﾞt8(H=1200まで杉無垢板張り)と記載
があり相違します｡

仕上表を優先とし､H=1200まで杉無垢板張りは適用すると考えて宜しいでしょうか｡

特記仕様書(3)において､黒板及びﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞが図示によると記載されておりますが､設置範囲が
見当たりません｡

仕様･寸法･設置範囲を御指示下さい｡

特記仕様書(4)において､31.新聞受･郵便受と記載されておりますが､設置場所･寸法等の詳細を
それぞれ御指示下さい｡

工事区分表において､H衛生設備関連 4消火･防災設備で5屋内消火栓ﾎﾞｯｸｽ 化粧扉表面仕上が建
築工事ですが､仕様･寸法等の詳細を御指示下さい｡

工事区分表において､H衛生設備関連 4消火･防災設備で12消火器が建築工事ですが､ABC10型程
度と考えて宜しいでしょうか｡

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽにおいて､特記仕様書(4)ではｱﾙﾐ既製品 200×200と記載されておりますが､特別
詳細図 ｱﾙﾐｻｯｼ･ｶﾞﾗﾘ(1)ではｽﾁｰﾙ PL-1.6 150×150と相違します｡

特記仕様書を優先とし､ｱﾙﾐ既製品 200×200と考えて宜しいでしょうか｡

又､特別詳細図 ｱﾙﾐｻｯｼ･ｶﾞﾗﾘ(1)では建具の上枠と一体ですが､既製品の為､上枠とは別と考えて
宜しいでしょうか｡

よろしいです。

黒板については、A-017-13のアートコミュニケーションルーム展開図参照ください。
ホワイトボードは別途工事とします。

風除室/BOHとします。
ｗ360*ｄ340*ｈ1400田島メタルワークＭＸ-68同等品とします。

展示ロビーC：ダイライトt6　天然木突板練付 UP
他：SD面+UP

よろしいです。

ｽﾁｰﾙ PL-1.6 150×150を正とします。
特別詳細図のとおりの仕様とします。

よろしいです。

155

156

157

158

152

153

154

A-008-8･10､
043-6

-

 今回の工事範囲において､破線で図示のある机･椅子等の家具は全て別途工事と
考えて宜しいでしょうか｡

A-003-3

A-003-4

A-004

A-004

A-003-4､036-1



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

湧水槽･雨水槽において､PIT階平面図で床･壁仕上はｹｲ酸系塗布防水と記載されておりますが､
天井仕上はｺﾝｸﾘｰﾄ打放しと考えて宜しいでしょうか｡

 空ﾋﾟｯﾄにおいて､仕上は床:ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝 壁･天井:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しと考えて宜しいでしょうか｡

 各水槽において､釜場内の仕様は床仕上と同仕様と考えて宜しいでしょうか｡

各水槽において､ﾀﾗｯﾌﾟが御座いますが､仕様はｽﾃﾝﾚｽ HL φ=22 W=400 @350 既製品 躯体打込程
度と考えて宜しいでしょうか｡

 人通孔のﾀﾗｯﾌﾟにおいて､仕様はｽﾃﾝﾚｽ φ=19 W=300程度と考えて宜しいでしょうか｡

 各水槽において､人通孔･通気管･連通管の仕様は下記の様に考えて宜しいでしょうか｡

人通孔 --- ｶﾅﾊﾟｲﾌﾟ

通気管 --- VP管

連通管 --- VP管

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管 --- VP管

 各水槽において､釜場内の仕様はﾓﾙﾀﾙ+床仕上と同仕様と考えて宜しいでしょうか｡

1階機械室において､1階平面詳細図(1)でX2通りに550×1000程度のものが実線で図示されてお
りますが､詳細を御指示下さい｡

屋外消火栓を示しているため、別途（機械設備工事）とします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

天井も防水を見込むものとします。

塗膜防水を見込むものとします。

よろしいです。

よろしいです。

161

164

159

160

165

166

162

163

A-011-1

A-019-10

A-011-1

A-011-1

A-011-1

A-011-1

A-011-1

A-011-1
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1階機械室において､1階展開図(5) B面に階段が図示されておりますが､平面詳細図では図示が
御座いません｡

階段の仕様･仕上･寸法等の詳細を御指示下さい｡

1階警備室において､1階平面詳細図(2)に受付ｶｳﾝﾀｰと図示されておりますが､仕様･寸法･形状等
の詳細を御指示下さい｡

1階風除室BOH･風除室において､平面詳細図ﾆ安全柵:TP12H=900まで飛散防止ﾌｨﾙﾑと図示されて
おりますが､枠の仕様はｽﾃﾝﾚｽ HL t=1.5 W=50程度と考えて宜しいでしょうか｡

1階多目的ﾙｰﾑにおいて､ｶｰﾃﾝ及びﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝの範囲は平面詳細図よりY2C通り及びX11通り側がｶｰﾃ
ﾝ､Y1B通り側がﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝと考えて宜しいでしょうか｡

1階ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽにおいて､ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ詳細図(1)･(2)に図示のあるﾍﾞﾝﾁ及び装飾壁の鉄部の塗装は
SOP程度と考えて宜しいでしょうか｡

1階ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞﾎﾜｲｴ等において､平面詳細図にﾌﾞﾘｰｽﾞAと図示されておりますが､雑詳細図 部分
詳細図(2)に図示のある床吹き出し口Aと考えて宜しいでしょうか｡

又､仕様及びW寸法が平面詳細図と部分詳細図(2)で異なりますが､部分詳細図(2)を優先と考えて
宜しいでしょうか｡

1階ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞﾎﾜｲｴにおいて､平面詳細図(8)でX11通りにﾌﾞﾘｰｽﾞAと図示されておりますが､図
より床吹き出し口Bと思われます｡

床吹き出し口Bと読み替えて宜しいでしょうか｡

異なる場合は床吹き出し口Bの使用範囲が見当たらない為､使用範囲を御指示下さい｡

よろしいです。

よろしいです。

階段無しとします。

人造大理石ｔ12　コーリアンホワイトオニックス同等とします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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170

171

172

173

167

168

A-019-14､089-2

A-019-11

A-019-11･17

A-019-15･18

A-025-01･02

A-019-14､089-2

A-017-14
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1階ﾛｯｶｰ/ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟにおいて､雑詳細図 客用ﾛｯｶｰ(4)に図示のあるﾛｯｶｰは既製品と考えて宜
しいでしょうか｡

又､ﾒｰｶｰ･品番を御指示下さい｡

異なる場合は仕様及び詳細を御指示下さい｡

1階ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟにおいて､雑詳細図 ｼｮｯﾌﾟ什器(1)で装飾壁が皮付ｸｽﾉｷ木材t=45と図示されて
おりますが､塗装の種類及び下地等の取付けの詳細を御指示下さい｡

1階ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟにおいて､雑詳細図 ｼｮｯﾌﾟ什器(1)で装飾壁皮付ｸｽﾉｷ木材t=45にｽﾃﾝﾚｽ PHL t=6
と図示されておりますが､取付の詳細を御指示下さい｡

1階ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟにおいて､雑詳細図 ｼｮｯﾌﾟ什器(4)で什器Aに樹根と図示されておりますが､材
種及び塗装を御指示下さい｡

1階ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟにおいて､雑詳細図 ｼｮｯﾌﾟ什器(4)で什器B・Cの天板が丸太と図示されており
ますが､材種及び塗装を御指示下さい｡

1階ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟにおいて､雑詳細図 ｼｮｯﾌﾟ什器(1) ｷｰﾌﾟﾗﾝで什器B･Cが2種類図示されておりま
すが､雑詳細図 ｼｮｯﾌﾟ什器(4)では1種類のみと相違します｡

雑詳細図 ｼｮｯﾌﾟ什器(4)に図示のものを2ｹ所設置すると考えて宜しいでしょうか｡

異なる場合は詳細を御指示下さい｡

1階厨房において､ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW200と図示されておりますが､ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞの仕様はｽﾃﾝﾚｽ､排水溝は防
水ﾓﾙﾀﾙ金鏝150×150程度と考えて宜しいでしょうか｡

ﾒｰｶｰ･品番はございません、造作工事とします。
ロッカー詳細図を参照ください。

ウレタンクリア全つや消し、スチール下地とします。

木材切り欠き、SUSｔ6棚板差し込みの上裏側よりビス固定とします。

クス・ケヤキ、ウレタンクリア全つや消とします。

クス・ケヤキ、ウレタンクリア全つや消とします。

よろしいです。
什器B×2什器C×2計4台とします。

よろしいです。
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176

177

178

179

180

174 A-082-4

A-087-1

A-087-1

A-087—4

A-087—4

A-087-1･4

A-019-17
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1階搬入車庫において､ﾃｰﾌﾞﾙﾘﾌﾄﾋﾟｯﾄの納まりは床ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝+塗膜防水､立上ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修+
塗膜防水程度と考えて宜しいでしょうか｡

又､塗膜防水の仕様はｹｲ酸質系程度と考えて宜しいでしょうか｡

1階搬入車庫において､ﾃｰﾌﾞﾙﾘﾌﾄﾋﾟｯﾄに1階展開図(6)及び特別詳細図 ﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞﾘﾌﾀｰでｱﾝｸﾞﾙと図
示されておりますが､仕様はｽﾁｰﾙ L-65×65×1.6 SOP程度と考えて宜しいでしょうか｡

 1階搬入車庫において､車止め又は衝突防止ﾊﾞｰは必要でしょうか｡

必要な場合は仕様･寸法等の詳細を御指示下さい｡

1階ﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞ県民ｷﾞｬﾗﾘｰにおいて､平面詳細図で1000と押え寸法が図示されておりますが､何を
示すものなのでしょうか｡

詳細を御指示下さい｡

 1階ﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞにおいて､車止め又は衝突防止ﾊﾞｰは必要でしょうか｡

必要な場合は仕様･寸法等の詳細を御指示下さい｡

1階前室/宿直室A･Bにおいて､平面詳細図でH=50の段差部に上框の様な図示が御座いますが､仕
様はｽﾃﾝﾚｽ HL t=1.5 25×50程度と考えて宜しいでしょうか｡

2階ｺﾚｸｼｮﾝ展示室1において､吹抜部の手摺の仕様はﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞｶﾞﾗｽ手摺と同じと考えて宜しい
でしょうか｡

 2･3階ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞにおいて､手摺の笠木の寸法25×10程度と考えて宜しいでしょうか｡

ｔ6　溶融亜鉛めき仕上げとします。

よろしいです。

車止め：不要です。
衝突防止バー：入札時積算数量書には不算入のため、工事監理者と協議の上、
　　　　　　　現場にて必要と判断される場合に追加等の検討を行います。
　　　　　　　入札時はないものとして扱ってください。

誤記です。
ないものとします。

車止め：不要です。
衝突防止バー：入札時積算数量書には不算入のため、工事監理者と協議の上、
　　　　　　　現場にて必要と判断される場合に追加等の検討を行います。
　　　　　　　入札時はないものとして扱ってください。

よろしいです。

よろしいです。

笠木の寸法は2×20としてください。
仕上げは2Bとします。別紙（手すりガラス図面）を参照ください。
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183
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A-019-10

A-019-12

A-019-12

A-019-11

A-019-23､052-1

A-052-1

A-048

A-017-15､048



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

2･3階ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞにおいて､手摺の支柱のﾋﾟｯﾁが特別詳細図 ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞｶﾞﾗｽ手摺(1)では
@1400ですが､特別詳細図 ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞｶﾞﾗｽ手摺(2)･(3)では手摺毎に相違します｡

特別詳細図 ﾒﾃﾞｨｱｳﾞｫｲﾄﾞｶﾞﾗｽ手摺(1)を優先とし､支柱のﾋﾟｯﾁは@1400と考えて宜しいでしょう
か｡

2階総務学長室において､雑詳細図 総務学芸執務室(2) 総務学長室造作棚 断面詳細図でｽﾁｰﾙﾌﾞ
ﾗｹｯﾄと図示されておりますが､塗装はSOP程度と考えて宜しいでしょうか｡

2階総務学長室において､雑詳細図 総務学芸執務室(2) ﾒｻﾞﾆﾝ手摺詳細図で手摺の鉄部の塗装は
全てSOPと考えて宜しいでしょうか｡

2階総務学長室において､雑詳細図 総務学芸執務室(2) ﾒｻﾞﾆﾝ手摺詳細図でｽﾗﾌﾞとの取り合い部
にｼｰﾙと図示されておりますが､仕様は変成ｼﾘｺﾝ系 10×10程度と考えて宜しいでしょうか｡

2階総務学長室において､階段部の手摺は雑詳細図 総務学芸執務室(2) ﾒｻﾞﾆﾝ手摺詳細図に倣う
と考えて宜しいでしょうか｡

2階応接室･館長室において､書棚(小)の天板の仕様はﾒﾗﾐﾝ化粧板程度と考えて宜しいでしょう
か｡

 2階応接室･館長室において､書棚(小)の内部の仕上を御指示下さい｡

2階応接室･館長室において､各書棚の扉天然木突板練付には塗装ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ程度を施すと考え
て宜しいでしょうか｡

よろしいです。

ポリ合板とします。

よろしいです。

UUとします。

よろしいです。

よろしいです。

手摺スパン毎に＠1400程度均等割りとします。

UUとします。

192

193

194

195
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191

A-081-1～3

A-080-2

A-080-2

A-080-2

A-080-2

A-081-1･3

A-081-1･3

A-052-1･2･3



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

2階館長室において､雑詳細図 応接室･館長室什器(2) b･c断面図でｸﾛｰｾﾞｯﾄのﾊﾝｶﾞｰﾊﾟｲﾌﾟがｽﾁｰﾙ
20角と図示されておりますが､SOP程度を見込むと考えて宜しいでしょうか｡

2階特別展示室2において､X8～X8A通り間の間仕切の端部にはｽﾁｰﾙ PL-3.2 UU程度の枠が取付く
と考えて宜しいでしょうか｡

3階美術資料室1において､雑詳細図 美術資料室･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(1)・(4)で本棚にｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾌﾞﾗ
ｹｯﾄと図示されておりますが､仕様はｽﾁｰﾙ SOP程度と考えて宜しいでしょうか｡

3階美術資料室1において､雑詳細図 美術資料室･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(4)ﾌﾞﾗｹｯﾄ 平面図で補強下地
C-100×45×15×2.3と図示されておりますが､高さはｽﾗﾌﾞ～ｽﾗﾌﾞと考えて宜しいでしょうか｡

3階美術資料室1において､雑詳細図 美術資料室･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(4)ﾌﾞﾗｹｯﾄ 平面図でｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ
ﾍﾞｰｽ及びｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞｻﾎﾟｰﾄの部材寸法･長さ･ﾋﾟｯﾁ等の詳細を御指示下さい｡

3階美術資料室1において､雑詳細図 美術資料室･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(4)でｶｳﾝﾀｰの天板がｵｰｸ集成材
t=30と図示されておりますが､塗装はｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ程度と考えて宜しいでしょうか｡

3階美術資料室1において､雑詳細図 美術資料室･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(4)でｶｳﾝﾀｰの巾木がｶﾗｰｳﾚﾀﾝ塗
装と図示されておりますが､巾木の材質を御指示下さい｡

よろしいです。

詳細図の寸法による、ブラケットピッチについては姿図参照とする。

よろしいです。

SUSｔ1.5　2Ｂとする。

SUS　φ28　HLとします。

よろしいです。

UPとします。
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A-083-4

A-083-4

A-081-2

A-019-25

A-083-4

A-083-4

A-083-4



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

3階ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪにおいて､雑詳細図 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(1)で腰の仕様がｵｰｸ挽板と図示されており
ますが､塗装はｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ程度と考えて宜しいでしょうか｡

3階ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪにおいて､雑詳細図 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(1)･(2)でｶｳﾝﾀｰの腰の仕様がｵｰｸ挽板と図示
されておりますが､厨房側の仕上及び収納部もｵｰｸ挽板と考えて宜しいでしょうか｡

3階ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪにおいて､雑詳細図 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(1)でｶｳﾝﾀｰの扉の仕様が平断面図ではｵｰｸ練
付ですが､立面図Aではｵｰｸ挽板と相違します｡

立面図Aを優先とし､ｵｰｸ挽板と考えて宜しいでしょうか｡

3階ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪにおいて､雑詳細図 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(1)でｶｳﾝﾀｰにｶﾞﾗｽｹｰｽと図示されております
が､仕様及び詳細を御指示下さい｡

 3階ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪにおいて､ｶｳﾝﾀｰの巾木の仕様を御指示下さい｡

3階ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪにおいて､雑詳細図 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(2)で棚と図示されておりますが､仕様はｵｰｸ
挽板 t=3.0張と考えて宜しいでしょうか｡

3階ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪにおいて､雑詳細図 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(2)で棚D=376及び537と図示されております
が､納まりは断面詳細図ｱの棚D=800のものと同じと考えて宜しいでしょうか｡

又､両側扉の中央部W=983の部分にも棚D=376と図示されている部分と同様の実線があり棚は有り
と思われます｡

棚はありとし､D=567と考えて宜しいでしょうか｡

3階ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪにおいて､雑詳細図 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(3)でﾍﾞﾝﾁの仕様がｵｰｸ挽板と図示されてお
りますが､塗装はｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ程度と考えて宜しいでしょうか｡

よろしいです。

よろしいです。

ガラスケースについては冷蔵ケースであるため別途工事です。

SUSｔ1.5　2Ｂとする。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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A-085-2

A-085-3

A-085-2

A-085-1･2

A-085-1

A-085-1

A-085-1･2

A-085-2



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

3階ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪにおいて､雑詳細図 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(4)でﾍﾞﾝﾁﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ一体什器の仕様がｱﾙﾐﾊﾆｶ
ﾑﾎﾞｰﾄﾞt=24+ｵｰｸ挽板t=3.0と図示されておりますが､塗装はｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ程度と考えて宜しいで
しょうか｡

3階ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪにおいて､雑詳細図 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(4)でﾍﾞﾝﾁﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ一体什器の仕様がｱﾙﾐﾊﾆｶ
ﾑﾎﾞｰﾄﾞt=24+ｵｰｸ挽板t=3.0と図示されておりますが､立上･扉も同仕様と考えて宜しいでしょう
か｡

又､収納内の仕様を御指示下さい｡

3階ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪにおいて､雑詳細図 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｶﾌｪ什器(4)で飲み残し､ｺﾞﾐ入れの内部の仕様を御指
示下さい｡

又､ｺﾞﾐ入れの投入口の枠の仕様を御指示下さい｡

 4階機械室1･2において､設備基礎の仕上は床仕上と同じ表面強化剤と考えて宜しいでしょうか｡

 ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝにおいて､ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝの割り付けの寸法を御指示下さい｡

壁面展示ｹｰｽ①において､天板ﾋﾞｽ止めｽﾁｰﾙt=1.6と図示されておりますが､仕上はｱｸﾘﾙ焼付塗装
程度と考えて宜しいでしょうか｡

壁面展示ｹｰｽ①において､特別詳細図 壁面展示ｹｰｽ(1)で内装背面が仕様書ではｽﾁｰﾙ t=1.6と記
載されておりますが､平面図及び断面図では図示が無く相違します｡

仕様書を優先とし､ｽﾁｰﾙ t=1.6は有りと考えて宜しいでしょうか｡

又､仕上はｱｸﾘﾙ焼付塗装と考えて宜しいでしょうか｡

壁面展示ｹｰｽ②において､高透過ｶﾞﾗｽt=10の上部及び縦の突合せ部は全てｺｰｷﾝｸﾞ仕舞と考えて宜
しいでしょうか｡

展開図トップライト割と同等とします。

よろしいです。

平断面を正とします。ｽﾁｰﾙ t=1.6は不要です。

フォトボンド仕舞とします。

立上・扉、収納内すべてポリ合板とする。

内部仕様はポリ合板とする。
スガツネ　ステンレス 飲み残し投入口　AE-DH型　同等とします。

よろしいです。

よろしいです。

215

216

217

218

219

212

213

214 A-085-4

A-019-38･40
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A-060-1

A-060-1

A-060-2

A-085-4

A-085-4



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

壁面展示ｹｰｽ②において､仕様書・断面図で背面にｽﾁｰﾙt=1.6と図示されておりますが､仕上はｱｸ
ﾘﾙ焼付塗装と考えて宜しいでしょうか｡

壁面展示ｹｰｽ②において､特別詳細図 壁面展示ｹｰｽ(2) 1-1断面図で点検口:ｽﾁｰﾙ t=1.6 ｱｸﾘﾙ焼
付塗装と図示されておりますが､寸法は1200×145程度と考えて宜しいでしょうか｡

壁面展示ｹｰｽ③において､特別詳細図 壁面展示ｹｰｽ(3)で仕様書では記載されておりませんが､断
面図より床面にもｽﾁｰﾙ角ﾊﾟｲﾌﾟは有りと考えて宜しいでしょうか｡

壁面展示ｹｰｽ③において､特別詳細図 壁面展示ｹｰｽ(3) 断面図で床塞ぎ板ｽﾁｰﾙt=1.6と図示され
ておりますが､示された部分に床塞ぎ板は図示されておりません｡

床塞ぎ板は無しと考えて宜しいでしょうか｡

壁面展示ｹｰｽ③において､特別詳細図 壁面展示ｹｰｽ(3) 正面図･断面図で調湿ﾎﾞｯｸｽﾊｯﾁと図示さ
れておりますが､いずれも調湿ﾎﾞｯｸｽの無い部分を指しております｡

正面図の調湿ﾎﾞｯｸｽ部に図示されている530×200程度のものが調湿ﾎﾞｯｸｽﾊｯﾁと考えて宜しいで
しょうか｡

又､仕様を御指示下さい｡

壁面展示ｹｰｽ④において､特別詳細図 壁面展示ｹｰｽ(4) 仕様書でｶﾞﾗｽが高透過ｶﾞﾗｽt=8外側低反
射合わせｶﾞﾗｽt=6+6と記載されておりますが､平面図･断面図では低反射合わせｶﾞﾗｽt=6+6のみ図
示されており相違します｡

平面図･断面図を優先とし､高透過ｶﾞﾗｽt=8は無しと考えて宜しいでしょうか｡

平断面を正とします。ｽﾁｰﾙ t=1.6は不要です。

寸法は800*145とします。

よろしいです。

有りとします。

よろしいです。

よろしいです。
図面（低反射合わせｶﾞﾗｽt=6+6）を正とします。
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NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

壁面展示ｹｰｽ4･6において､特別詳細図 壁面展示ｹｰｽ(5)･(8)でﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙA1ﾀｲﾌﾟと図示されてお
りますが､展示ｹｰｽ7～10と同様にﾀｷﾔ ｺﾚﾀﾞｰﾗｲﾝ A-1(重量ﾀｲﾌﾟ)同等品(ﾌｯｸ･吊具別途)と考えて宜
しいでしょうか｡

壁面展示ｹｰｽ⑤において､特別詳細図 壁面展示ｹｰｽ(6)断面図で上部照明青色励起LEDの下地はｽ
ﾁｰﾙt=1.6ｱｸﾘﾙ焼付塗装と考えて宜しいでしょうか｡

壁面展示ｹｰｽ⑥において､特別詳細図 壁面展示ｹｰｽ(7)平面図でW=1850のものが図示されており
ますが､正面図及び断面図では図示されておりません｡

仕様･寸法及び詳細を御指示下さい｡

壁面展示ｹｰｽ⑥において､特別詳細図 壁面展示ｹｰｽ(8) 仕様書でｶﾞﾗｽが高透過ｶﾞﾗｽt=8外側低反
射合わせｶﾞﾗｽt=6+6と記載されておりますが､平面図･断面図では低反射合わせｶﾞﾗｽt=6+6のみ図
示されており相違します｡

平面図･断面図を優先とし､高透過ｶﾞﾗｽt=8は無しと考えて宜しいでしょうか｡

壁面展示ｹｰｽ⑥において､高透過低反射合わせｶﾞﾗｽt=6+6の枠はｽﾁｰﾙt=1.6 W=25 ｱｸﾘﾙ焼付塗装程
度と考えて宜しいでしょうか｡

壁面展示ｹｰｽ⑦･⑧において､特別詳細図 壁面展示ｹｰｽ(10)･(11) 正面図で扉部分にW=160の部材
が御座いますが､仕様及び詳細を御指示下さい｡

独立展示ｹｰｽ№4のぞきｹｰｽ(5面ｶﾞﾗｽ)において､特別詳細図 独立展示ｹｰｽ(4)姿図で点検扉及び調
湿ﾎﾞｯｸｽの仕様がｱﾙﾐt=5ｱｸﾘﾙ樹脂焼付塗装と図示されておりますが､ｻﾃﾝ塗装 日塗工指定色3分艶
程度と考えて宜しいでしょうか｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

図面上1850の寸法はございません。W=1800が正です。

よろしいです。
図面（低反射合わせｶﾞﾗｽt=6+6）を正とします。

よろしいです。

スライディング箇所の位置を示す寸法です。

230

231

232

226

227

228

229

A-060-7･8

A-060-7･8

A-060-7･8

A-019-26､060-9
～11

A-061-4

A-060-5･8･12･
15

A-060-6



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

独立展示ｹｰｽ№4のぞきｹｰｽ(5面ｶﾞﾗｽ)において､正面ｶﾞﾗｽのｺｰﾅｰ部はｺｰｷﾝｸﾞ仕舞と考えて宜しい
でしょうか｡

独立展示ｹｰｽ№5のぞきｹｰｽ(1面ｶﾞﾗｽ)において､特別詳細図 独立展示ｹｰｽ(5)姿図で幕板及び側板
の仕様がｱﾙﾐt=5ｱｸﾘﾙ樹脂焼付塗装と図示されておりますが､ｻﾃﾝ塗装 日塗工指定色3分艶程度と
考えて宜しいでしょうか｡

独立展示ｹｰｽ№5のぞきｹｰｽ(1面ｶﾞﾗｽ)において､特別詳細図 独立展示ｹｰｽ(5)姿図で側板の仕様が
ｱﾙﾐt=5ｱｸﾘﾙ樹脂焼付塗装及びｽﾁｰﾙ t=1.6 ｱｸﾘﾙ樹脂焼付塗装と図示されておりますが､ｱﾙﾐt=5ｱｸﾘ
ﾙ樹脂焼付塗装と考えて宜しいでしょうか｡

雑詳細図 部分詳細図(2)において､多目的ﾙｰﾑ及び会議室Aのｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽの下地吊ﾎﾞﾙﾄは上部ｽﾗ
ﾌﾞまでと考えて宜しいでしょうか｡

雑詳細図 部分詳細図(2)において､床吹出し口Bのﾅﾗ集成材の塗装はOSUC程度と考えて宜しいで
しょうか｡

雑詳細図 部分詳細図(2)において､床吹出し口Bにつなぎ材20×25 BN-40色と図示されておりま
すが､仕様はｽﾁｰﾙとし､塗装はSOP程度と考えて宜しいでしょうか｡

又､ﾋﾟｯﾁを御指示下さい｡

雑詳細図 部分詳細図(2)冷水機台詳細図において､冷水機の設置は1階廊下1の1台のみと考えて
宜しいでしょうか｡

各階WCにおいて､ﾗｲﾆﾝｸﾞ甲板の仕様が御座いませんが､ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt=25程度と考えて宜しいで
しょうか｡

UUとします。

よろしいです。

人造大理石ｔ12　コーリアンホワイトオニックス同等とします。

フォトボンド仕舞とします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

UCとします。

236

237

238

239

240

233

234

235

A-061-5

A-061-5

A-089-2

A-089-2

A-089-2

A-093

A-061-4

A-022-1～40



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

各階MWCにおいて､小便器下に汚垂石が必要な場合､仕様･ﾒｰｶｰ･品番及び寸法を御指示下さい｡

各階WCにおいて､大便器･小便器･洗面ｶｳﾝﾀｰ･鏡･身障者用手摺等の下地補強は､ﾗﾜﾝ合板 t=12程度
を見込むものと考えて宜しいでしょうか｡

1階 WWC①において､水廻り詳細図(1)でﾊﾟｳﾀﾞｰｶｳﾝﾀｰが図示されておりますが､詳細を御指示下さ
い｡

各階WCにおいて､水廻り詳細図で一方枠:StPLt3.2､UUと記載されておりますが､詳細を御指示下
さい｡

1階 MWC①･2階 MWC②･MWC②(BOH）において､SK内には棚板･ﾓｯﾌﾟ掛けを必要とし､下記程度をそ
れぞれ1ｹ所施すものと考えて宜しいでしょうか｡

ｽﾃﾝﾚｽ棚  ---  L=600 D=250

ﾓｯﾌﾟ掛け ---  600x70x25 ｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ 4ｹ 堅木 SOP共

1階 UWC①(BOH)において､ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱの有無が､水廻り詳細図(7)の平面図では有り､水廻り詳細図
(7)の展開図では無しと相違します｡

水廻り詳細図(7)の平面図を優先し､必要と考えて宜しいでしょうか｡

2階 MWC③において､隔て板の有無が､水廻り詳細図(31)の平面図ではあり､水廻り詳細図(31)の
展開図では無しと相違します｡

水廻り詳細図(31)の平面図を優先し､必要と考えて宜しいでしょうか｡

2階 MWC③･3階 MWC④において､水廻り詳細図で隔て板が図示されておりますが､仕様を御指示
下さい｡

よろしいです。

メラミン化粧合板ｔ40とします。

河北黒ｔ20　本磨きとします。

よろしいです。

人造大理石ｔ12　コーリアンホワイトオニックス同等　合板下地とします。

つぶし枠の仕様とします。

よろしいです。

よろしいです。

247

248

246

241

242

243

244

245
A-022-3､022-
29､022-33

A-022-7

A-022-31

A-022-31･37

A-022-1～40

A-022-1～40

A-022-1～40

A-022-1



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

3階 UWC④において､水廻り詳細図(38)でFX-28と記載されておりますが､ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱの為､FX-27に
読み替えて宜しいでしょうか｡

3階 WC③(BOH)と3階 WC④(BOH)において､ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰの有無が､水廻り詳細図(40)の平面図では
無し､水廻り詳細図(40)の展開図では有りと相違します｡

水廻り詳細図(7)の展開図を優先し､必要と考えて宜しいでしょうか｡

地下駐車場において､排水溝の仕上はﾓﾙﾀﾙ金鏝の上塗膜防水と考えて宜しいでしょうか｡

又､塗膜防水の仕様は国土交通省仕様 X-2程度と考えて宜しいでしょうか｡

地下駐車場において､B1階平面詳細図で駐車番号･停止線･IN/OUT 進入･停止の白線表示と記載さ
れておりませんが､不要と考えて宜しいでしょうか｡

又必要な場合､設置範囲を御指示下さい｡

地下駐車場において､B1階平面詳細図でｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ SUS L-30×30×6 UUと記載されております
が､高さは不明です｡御指示下さい｡

 地下二重壁において､外壁(ｺﾝｸﾘｰﾄ)面の仕上はｺﾝｸﾘｰﾄ打補修程度と考えて宜しいでしょうか｡

地下二重壁において､排水溝の仕様はﾓﾙﾀﾙ金鏝+塗膜防水程度と考えて宜しいでしょうか｡

又､塗膜防水の仕様は国土交通省仕様 X-2程度と考えて宜しいでしょうか｡

地下二重壁において､壁点検口600角の仕様を御指示下さい｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

必要です。A-011-2の特記事項を参照ください。

免振取り合いまで見込むものとします。高さは展開図を参照ください。

よろしいです。

よろしいです。

ECP用点検口とします。
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250

251

252

253

254

255

256

A-022-38

A-022-40

A-019-1～9

A-019-1～9

A-019-1～9

A-019-1～9

A-019-1～9

A-019-1～9
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地下二重壁において､排水処理の指示が御座いませんが､水抜きﾊﾟｲﾌﾟも含め下記程度と考えて宜
しいでしょうか｡

排水目皿 　 --- ｽﾃﾝﾚｽ φ=75 防塵網(ｽﾃﾝﾚｽ)付

水抜きﾊﾟｲﾌﾟ --- VP管 φ=75 L=1000 曲り管 1ｹ所共

水廻り詳細図において､FX-33:水栓とFX-34:水栓柱が建築工事と記載されておりますが､設備工
事と読替えて宜しいでしょうか｡

水廻り詳細図(8)において､ﾗﾝﾄﾞﾘｰに洗濯機ﾊﾟﾝが図示されておりますが､工事区分･仕様･ﾒｰｶｰ品
番等を御指示下さい｡

水廻り詳細図(11)において､授乳室② A展開図に鏡･洗面ｶｳﾝﾀｰが図示されておりますが､凡
例:FX-37と考えて宜しいでしょうか｡

ｻｲﾝにおいて､図面では参考図と記載されておりますが､ｻｲﾝは今回工事範囲と考えて宜しいで
しょうか｡

 ｻｲﾝ図において､下記ｻｲﾝの数量がｻｲﾝ図(1)(ｷｰﾌﾟﾗﾝ)とｻｲﾝ図(2)(3)(詳細図)で相違します｡

ｻｲﾝ図(2)(3)(詳細図)に記載ある数量を正と考えて宜しいでしょうか｡

また､その他ｻｲﾝ図(4)～(6)においてはｷｰﾌﾟﾗﾝが見当たりませんが､上記同様に記載ある数量を正
と考えて宜しいでしょうか｡

       ｻｲﾝｽﾞ(1)(ｷｰﾌﾟﾗﾝ) ｻｲﾝ図(2)(3)(詳細図)

A-01         2か所           4か所

A-02         1か所           2か所

A-03         1か所           2か所

A-04         5か所           10か所

A-05         1か所           6か所

A-07         1か所           各2か所(合計4か所)

A-08         1か所           2か所

洗濯パンついては設備工事とします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
A-030-1に数量については姿図を正とする事と特記しております。

よろしいです。

建築工事とします。

257

258

259

260

261

262

A-030-1～6

A-030-1～6

A-019-1～9

A-022

A-022-8

A-022-11



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

 ｻｲﾝ図(2)(3)において､ｻｲﾝ基礎の記載なき項目は下記程度と考えて宜しいでしょうか｡

･A-01･02･04･05 ･･･ 鉄筋 D13 ﾀﾃﾖｺ @200

･A-06 ･･･ RC基礎･鉄筋 D13 ﾀﾃﾖｺ @200 捨ｺﾝ t=50･砕石t=60

 ｻｲﾝ図(2)において､A-03ｻｲﾝ下部に基礎が必要と思われます。

下記仕様程度と考えて宜しいでしょうか｡

RC基礎 W1600×D600×H450･鉄筋 D13 ﾀﾃﾖｺ @200 捨ｺﾝ t=50･砕石t=60

 ｻｲﾝ図(5)において､F-01独立案内板の支柱･ｻｲﾝ基盤等の仕様(又はﾒｰｶｰ品番等)を御指示下さい｡

 ｻｲﾝ図(6)において､H-01蝕知ｻｲﾝの基盤仕様･印刷仕様等の詳細を御指示下さい｡

特別詳細図_収蔵庫什器(1)において､収納庫①南側 Y4通りにﾗｯｼﾝｸﾞﾚｰﾙと記載されております
が､仕様･ﾒｰｶｰ品番を御指示下さい｡

搬入用ELVにおいて､特別詳細図 搬入用ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ(1)の工事区分表で昇降機工事に〇印が御座い
ませんが､昇降機工事とするものを御指示下さい｡

又､全EV共通と記載されておりますが､搬入用ELVのみと考えて宜しいでしょうか｡

搬入用ELVにおいて､特別詳細図 搬入用ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ(1)で各階出入口三方枠が建築ですが､仕様はｽﾃ
ﾝﾚｽ HL t=1.5程度と考えて宜しいでしょうか｡

EV関連はすべて建築工事（本工事）とします。

よろしいです。

よろしいです。
基礎は地中埋め込みを想定し露出させないこと。

600*600*600の置基礎とする。メーカーなど特に指定はございません。

アクリルｔ5　印刷は一般的なものとします。

クマヒラ同等品とします。

よろしいです。
基礎は地中埋め込みを想定し露出させないこと。
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264

265

266

267

268

269

A-030-5

A-030-6

A-044-1

A-030-2･3

A-030-2

A-045-1

A-045-1
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搬入用ELVにおいて､特別詳細図 搬入用ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ(3)･(4)でELV機械室が御座いますが､平面図及
び断面図では機械室は無く相違します｡

機械室は無しと考えて宜しいでしょうか｡

ELV1･3において､ﾋﾟｯﾄの納まりが､特別詳細図 客用･ﾊﾞｯｸ用ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ(2)･(16)と矩計図(5)･(7)及
び構造図EV1吊鉄骨･EV3 吊鉄骨では異なります｡

矩計図(5)･(7)及び構造図EV1吊鉄骨･EV3 吊鉄骨を優先と考えて宜しいでしょうか｡

又､塗膜防水は床のみと考えて宜しいでしょうか｡

 ELVﾋﾟｯﾄにおいて､ﾋﾟｯﾄの塗膜防水の仕様はｹｲ酸質系程度と考えて宜しいでしょうか｡

ESCにおいて､特別詳細図 ｴｽｶﾚｰﾀｰ(1)で手摺H=1100以上及び吊元ﾌｯｸ以外のものは全てESC工事
と考えて宜しいでしょうか｡

 ESCにおいて､ﾋﾟｯﾄの仕上は塗膜防水程度と考えて宜しいでしょうか｡

又､仕様はｹｲ酸質系程度と考えて宜しいでしょうか｡

 ﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞﾘﾌﾀｰにおいて､ﾄﾗｯｸﾔｰﾄﾞﾘﾌﾀｰ本体は建築本工事と考えて宜しいでしょうか｡

 ｷｬｯﾄｳｫｰｸにおいて､鉄部の塗装は全て錆止め塗装程度と考えて宜しいでしょうか｡ よろしいです。

有りとします。

よろしいです。

よろしいです。

エスカレーター工事はすべて建築工事（本工事）とします。
手摺・吊元ﾌｯｸ以外についても本工事です。

よろしいです。

よろしいです。
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275

276

270

271

272
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A-047-1

A-048

A-056-1

A-018-5･7､46-
2･16､S-094･095
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A-047-1

A-011-6､012､
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 SSD102において､建具ｷｰﾌﾟﾗﾝにSSD102が見当たりません｡

建具表(6)の姿図通りSW101風除室に必要と考えて宜しいでしょうか｡

FSD116の建具形式において､建具表(20)に両開き扉と記載されておりますが､姿図では常開両開
き扉とあり相違します｡

姿図を優先とし､FSD116は常開両開き扉と考えて宜しいでしょうか｡

FSD117の建具形式において、建具表(20)に両開き扉と記載されておりますが、姿図では常開両
開き扉とあり相違します｡

姿図を優先とし､FSD117は常開両開き扉と考えて宜しいでしょうか｡

FSD112において､建具表(20)では建具H3500+ｶﾞﾗﾘH600～1560が図示されておりますが､1階展開
図(4)D面では建具H4000+ｶﾞﾗﾘ 1階展開図(13)B面ではH4000とありFSD-112のH寸法がそれぞれ相
違します｡

1階展開図(4)を優先とし､FSD112はH4000+ｶﾞﾗﾘH600～1560と考えて宜しいでしょうか｡

 SW104において､建具表(21)に飛散防止ﾌｨﾙﾑの有無が見当たりません｡

他建具同様に飛散防止ﾌｨﾙﾑは必要と考えて宜しいでしょうか｡

LSD112の建具形式において､建具表(21)片引き扉と記載されておりますが､姿図では2連引込扉
とあり相違します｡

姿図を優先とし､LSD112は2連引込扉と考えて宜しいでしょうか｡

SW107において､建具表(21)ではW13020(@2170 6枚)×H4000と図示されておりますが､特別詳細
図_ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ(3)ではW14270(@2030 7枚)×H4000とあり相違します｡

建具表(21)を優先とし､W13020(@2170 6枚)×H4000と考えて宜しいでしょうか｡

SLW101･102において､建具表(22)にそれぞれ36ｶ所･3ｶ所と図示されておりますが､建具ｷｰﾌﾟﾗﾝで
は5ｶ所･1ｶ所とありそれぞれ相違します｡

特別詳細図(1)を参照としSLW101･102の数量はﾊﾟﾈﾙ枚数と考えて宜しいでしょうか｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

FSD-112の建具高さをH3500とし、
ガラリF1100～2060としてください。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

280

281

282

283

284

277

278

279

A-016-2･6

A-016-14･22､
058-1

A-016-20

A-016-20

A-016-20､017-
13･22

A-016-21

A-016-21

A-016-14･21､
058-3



NO 図面番号 質　　　　　　　疑 回　　　　　　　答

SD217において､建具表(23)ではW1010と記載されておりますが､特別詳細図_ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ(7)
ではW870とあり相違します｡

特別詳細図_ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ(7)を優先とし､SD217のW寸法はW870と考えて宜しいでしょうか｡

FSD202の建具形式において､建具表(24)に両開き扉と記載されておりますが､姿図では親子開き
扉とあり相違します｡

姿図を優先とし､FSD202は親子開き扉と考えて宜しいでしょうか｡

FSD216の建具形式において､建具表(24)では両開き扉と記載されておりますが､姿図では親子開
き扉とあり相違します｡

姿図を優先としFSD216は親子開き扉と考えて宜しいでしょうか｡

 SW201において､建具表(26)に飛散防止ﾌｨﾙﾑの有無が見当たりません｡

他建具同様に飛散防止ﾌｨﾙﾑは必要と考えて宜しいでしょうか｡

SLW202において､建具表(26)姿図に強化ｶﾞﾗｽが図示されておりますが､建具表にSLW鋼板 仕
上:UUとあるため相違します｡

強化ｶﾞﾗｽは不要と考えて宜しいでしょうか｡

SLW202のW寸法において､建具表(26)ではW5040と記載されておりますが､特別詳細図_ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ
ｳｫｰﾙ(4)ではW5145とあり相違します｡

特別詳細図_ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ(4)を優先とし､W5145と考えて宜しいでしょうか｡

SLW203～207において､建具表(26)ではH5000と記載されておりますが､特別詳細図_ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ
ｳｫｰﾙ(5)ではH5500とあり相違します｡

特別詳細図_ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ(5)を優先とし､SLW203～207はH5500と考えて宜しいでしょうか｡

又､SLW204･206の相違するW寸法も特別詳細図_ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ(5)を優先と考えて宜しいでしょう
か｡

よろしいです。

よろしいです。
強化ガラスは誤記で、パワークローザー化粧プレートφ64(片面取付)となります。

建具表を正とし、W＝5040としてください。

SLW203～207の高さは建具表を正として、H＝5000としてください。
また、SLW204，206のW寸法も建具表を正としてください。

建具表を正とし、W＝1010としてください。

よろしいです。

よろしいです。
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SW201において､建具表(26)にSW201が図示されておりますが､2FｷｰﾌﾟﾗﾝにSW201が見当たりませ
ん｡

建具表(26)に記載の通り､総務学芸執務室に必要と考えて宜しいでしょうか｡

 SW302において､建具表(28)に飛散防止ﾌｨﾙﾑの有無が見当たりません｡

他建具同様に飛散防止ﾌｨﾙﾑは必要と考えて宜しいでしょうか｡

SSD302の建具形式において､建具表(29)に片引き扉と記載されておりますが､姿図では両引き扉
とあり相違します｡

姿図を優先とし､SSD302は両引き扉と考えて宜しいでしょうか｡

SDB03において､建具表(30)にSDB03が図示されておりますが､B1FｷｰﾌﾟﾗﾝにSDB03が見当たりませ
ん｡

SDB03の必要範囲を御指示下さい｡

FSD140の建具形式において､建具表(31)では両開き扉と記載されておりますが､姿図では親子開
き扉とあり相違します｡

姿図を優先とし､FSD140は親子開き扉と考えて宜しいでしょうか｡

SLW-105において､建具表(32)にSLW-105が図示されておりますが､1F建具ｷｰﾌﾟﾗﾝにSLW-105が見
当たりません｡

建具表(32)に記載の通りｱｰﾄｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝ部のSLW101はSLW105に読み替えて宜しいでしょうか｡

又､SLW-105の特別詳細図_ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ詳細図を御指示下さい｡

SD135において､1FｷｰﾌﾟﾗﾝのX12-12A/Y4-4A通り女子ﾄｲﾚにSD135が図示されておりますが､建具表
にSD135が見当たりません｡

SD135は不要と考えて宜しいでしょうか｡

必要とする場合､SD135の建具表を御指示下さい｡

よろしいです。

建具表記載のSSD-B03は削除してください。

よろしいです。

アートコミュニケーション部のSLW101をSLW105と読み替えてください。

詳細図について、県民ギャラリー部のSLW詳細図を参照ください。(A-058-1,8)

よろしいです。不要です。

よろしいです。

よろしいです。
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SD138において､建具表(30)に監視室屋内消火栓ｶﾊﾞｰに1箇所と図示されておりますが､1Fｷｰﾌﾟﾗﾝ
では監視室と避難階段②に計2箇所図示があり相違します｡

建具表(30)を優先とし､SD138は監視室屋内消火栓ｶﾊﾞｰに1箇所と考えて宜しいでしょうか｡

 ｼｬｯﾀｰ下地補強において､記載がない場合は下記の用に考えて宜しいでしょうか｡

横材:□-100×100×4.5 2段

縦材:□-100×150×6.0 両袖

吊材: □-100×100×4.5 @900 程度

ｱﾙﾐｻｯｼにおいて､特別詳細図_ｱﾙﾐｻｯｼ･ｶﾞﾗﾘにAW201･AG404の詳細図が図示されておりますが､他
AW･AGの詳細が見当たりません｡

額縁･膳板･建具廻り等は全て特別詳細図_ｱﾙﾐｻｯｼ･ｶﾞﾗﾘを参照と考えて宜しいでしょうか｡

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄにおいて､複層ｶﾞﾗｽ PW10+A12+FL10が図示されておりますが､ｶﾞﾗｽ割付寸法が見当たり
ません｡

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄのｶﾞﾗｽ割付寸法を御指示下さい｡

3000*1500程度とします。

避難階段②のSD-138は削除としてください。

よろしいです。

よろしいです。
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別紙（手すりガラス図面）


